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白
居
易
の
名
作
「
長
恨
歌
」
に
つ
い
て
素
朴
な
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
白
居
易
が
如
何
に
し
て
あ
の
楊
貴
妃
の
事
績
を
知

り
得
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
事
績
と
は
馬
嵬
坡
の
悲
劇
の
後
、
道
士
に
よ
る
幽
魂
探
索
の
伝
説
ま
で
を
も
含
む
。

も
ち
ろ
ん
細
部
の
描
写
に
は
白
居
易
の
創
意
工
夫
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
脚
色
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
河
南
鄭
州
の
郊
外
に
生
ま
れ
、

少
年
期
は
江
南
を
転
々
と
し
、
三
十
歳
近
く
ま
で
都
長
安
に
至
る
こ
と
が
無
か
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
あ
の
よ
う
な
楊
貴
妃
故
事

0

0

の
詳
し
い
聞
き
取
り
は
、
長
安
上
京
後
の
数
年
間
の
、
大
凡
あ
る
特
定
の
場
所
に
絞
り
込
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
も
ち

ろ
ん
一
箇
所
に
は
限
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
）。
ま
た
、
も
う
少
し
見
方
を
変
え
る
と
、
そ
も
そ
も
彼
は
、
約
五
十
年
前
に
こ
の

世
を
去
っ
た
一
宮
妃
に
何
故
こ
の
よ
う
に
ま
で
強
く
関
心
を
示
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
更
に
突
き
詰

め
て
考
え
れ
ば
、
実
在
の
楊
貴
妃
は
、
本
当
に
か
く
も
絶
世
の
美
女
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…

		�	




小
稿
は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
書
き
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
な
り
に
推
定
し
得
る
そ
の
有
力
な
候
補

地
の
一
つ
が
、
標
題
に
い
う
一
人
の
王
女
を
祀
る
道
観
で
あ
る
。

		�	




ま
ず
は
そ
の
道
観
と
白
居
易
と
の
関
係
か
ら
稿
を
起
こ
そ
う
。

華
陽
公
主
の
面
影
―
白
居
易
を
め
ぐ
る
永
貞
期
の
青
年
群
像

―
静　

永　
　
　

健
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唐
の
貞
元
二
十
一
年
、
即
ち
そ
の
八
月
に
改
元
し
て
永
貞
元
年
と
な
る
西
暦
八
〇
五
年
の
こ
と
、
白
居
易
は
元
稹
と
と
も
に
校
書
郎

の
職
を
罷
め
、
翌
元
和
元
年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
特
別
試
験
（
制
挙
）
に
応
じ
る
べ
く
、
共
同
生
活
を
開
始
し
た
。
二
人
の
住
居
は
、

長
安
城
内
永
崇
坊
の
華
陽
観
と
い
う
道
教
寺
院
の
宿
坊
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
観
は
、
唐
第
十
一
代
皇
帝
代
宗
李
豫
（
七
二
六
～
七
七
九
、

在
位
は
七
六
二
～
七
七
九
）
の
第
五
女
で
、
本
名
不
詳
、
不
幸
に
も
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
華
陽
公
主
と
い
う
王
女
を
追
悼
す
る
施
設

で
あ
っ
た
。

元
稹
と
白
居
易
二
人
の
凄
ま
じ
い
勉
学
の
よ
う
す
は
、
白
居
易
の
模
擬
答
案
集
と
し
て
『
白
氏
文
集
』
中
に
今
も
残
る
「
策
林
七
十

五
道
」
に
窺
わ
れ
る
。
そ
の
序
に
曰
く
、「
元
和
の
初
、
予
は
校
書
郎
を
罷
め
、
元
微
之
と
将
に
制
挙
に
応
ぜ
ん
と
、
上
都
の
華
陽
観
に

退
居
す
。
戸
を
閉
ざ
し
て
累
月
、
当
代
の
事
を
揣
摩
し
て
、
策
目
七
十
五
門
を
構
成
す
」
云
々
と
。
そ
し
て
二
人
は
昼
夜
を
分
か
た
ず

孜
々
と
し
て
精
励
し
、
果
た
し
て
元
稹
は
第
三
等
（
事
実
上
の
首
席
）
で
及
第
、
白
居
易
も
こ
れ
に
次
ぐ
第
四
等
を
以
て
見
事
そ
の
栄
誉

に
浴
す
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
の
白
居
易
た
ち
は
、
華
陽
観
で
の
数
ヶ
月
間
を
こ
こ
に
言
う
如
く
た
だ
黙
々
と
学
業
の
み
に
費
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
白
居
易
に
は
こ
の
期
間
中
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
詩
お
よ
び
後
年
こ
の
頃
を
回
想
し
て
の
詩
が
幾
つ
か
存

在
し
、
折
に
触
れ
て
友
人
た
ち
と
の
親
し
げ
な
交
遊
の
よ
う
す
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一　

華
陽
観
に
集
う
仲
間
た
ち

（
１
）

（
２
）

（
３
）
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白
居
易
は
、
永
貞
元
年
八
月
十
五
日
の
中
秋
節
に
華
陽
観
で
友
人
た
ち
を
招
き
、
玩
月
の
宴
を
催
し
て
い
る
。

	
 

華
陽
觀
中
八
月
十
五
日
夜
招
友
翫
月　
　

華
陽
観
中
に
て
八
月
十
五
日
の
夜
、
友
を
招
き
て
月
を
玩め

づ　
　

白
居
易

人
道
秋
中
明
月
好　
　

人
は
道い

ふ　

秋
中
の
明
月
ぞ
好よ

し
と
。

欲
邀
同
賞
意
如
何　
　

同と

賞も

を
邀む

か

へ
ん
と
欲
す　

意
は
如い

か
ん何

。

華
陽
洞
裏
秋
壇
上　
　

華
陽
の
洞
裏　

秋
壇
の
上
、

今
夜
淸
光
此
處
多　
　

今
夜
の
清
光　

此こ
な
た処

に
多
し
。 ‌�

（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
、
作
品
番
号
花
〇
六
二
七
・
謝
〇
六
二
三
）

	

本
文
中
に
い
う
「
清
光
」
と
は
も
ち
ろ
ん
月
光
の
雅
称
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宴
に
来
臨
す
る
各
名
士
た
ち
の
立
派
な
風
采
を
も
頌

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
、
集
ま
っ
た
の
は
誰
々
か
。
具
体
的
な
記
述
は
見
え
な
い
が
、『
白
氏
文
集
』
中
か
ら
華
陽
観
時
代
に
交

遊
の
あ
っ
た
人
物
を
挙
げ
る
と
、
凡
そ
次
の
六
名
が
求
め
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
中
の
幾
人
か
と
、
更
に
そ
の
知
友
た
ち
が
白
居
易

の
招
き
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
）‌�

李
諒
、
字
は
復
言
。『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
に
「
華
陽
観
桃
花
時
招
李
六
拾
遺
飲
」
詩
（
花
〇
六
二
三
・
謝
〇
六
一
九
）、
お

よ
び
「
自
城
東
至
以
詩
代
書
、
戯
招
李
六
拾
遺
崔
二
十
六
先
輩
」
詩
（
花
〇
六
三
四
・
謝
〇
六
三
〇
）
が
あ
る
。

（
二
）‌�

崔
二
十
六
、
名
は
未
詳
。
先
の
詩
題
中
に
李
諒
と
共
に
名
が
挙
が
る
人
物
。

（
三
）‌�

盧
周
諒
。『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
に
「
春
中
与
盧
四
周
諒
華
陽
観
同
居
」
詩
（
花
〇
六
三
三
・
謝
〇
六
二
九
）
が
あ
る
。

（
四
）‌�

李
紳
、
字
は
公
垂
。『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
、「
渭
村
酬
李
二
十
見
寄
」
詩
（
花
〇
八
一
〇
・
謝
〇
八
〇
六
）
の
末
句
に
「（
李

紳
の
）
形
容
と
意
緒
を
遥
か
に
看
取
す
れ
ば
、
華
陽
観
裏
の
時
に
似
ず
。」
と
、
当
時
の
意
気
盛
ん
な
風
貌
が
回
想
さ
れ
て

い
る
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）（

９
）
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（
五
）‌�

韋
八
、
名
は
未
詳
。『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
、「
贈
韋
八
」
詩
（
花
一
〇
八
二
・
謝
一
〇
七
五
）
の
頸
聯
に
「
曽
て
曲
水
の
花

亭
に
酔
ふ
を
同
う
し
、
亦
た
華
陽
の
竹
院
に
居
る
を
共
に
す
。」
の
回
想
が
あ
る
。

（
六
）‌�

牛
僧
孺
、
字
は
思
黯
。
彼
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
興
味
深
い
。
即
ち
『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
に
収
め
る
「
酬
寄
牛
相
公
同

宿
話
旧
勧
酒
見
贈
」
詩
（
花
三
六
二
八
・
謝
二
七
六
〇
）
は
、
遥
か
後
年
、
二
人
が
洛
陽
で
退
休
生
活
に
入
っ
て
い
た
会
昌

二
年
（
八
四
二
）
の
作
で
あ
る
。
長
ら
く
政
治
の
中
枢
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
た
め
、
青
年
期
の
交
際
記
録
が
晩
年
ま
で
秘

匿
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

	

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
元
稹
白
居
易
と
と
も
に
制
挙
を
目
指
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
李
紳
の
よ
う
に
そ
の
年
（
元
和
元
年
）
の
進
士
科

を
目
指
す
者
、
ま
た
皇
帝
側
近
の
李
諒
（
職
位
は
左
拾
遺
）
や
「
先
輩
」
と
敬
わ
れ
る
崔
二
十
六
、
名
家
出
身
の
盧
周
諒
な
ど
、
現
在
の

朝
廷
内
部
の
動
向
や
近
年
の
科
挙
の
傾
向
と
対
策
に
明
る
く
、
今
の
白
居
易
ら
に
何
ら
か
の
適
切
な
助
言
が
で
き
る
者
が
含
ま
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
秋
は
明
月
、
春
は
桃
花
…
…
と
、
詩
歌
の
上
で
は
ま
こ
と
に
閑
雅
な
交
遊
だ
が
、
実
際
の
彼
ら
は
た
だ
そ
れ
だ
け

の
た
め
に
集
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
皇
帝
の
特
別
試
験
で
あ
る
制
挙
は
、
唐
代
に
お
け
る
最
上
級
の
科
挙
で
あ
る
。
そ
の
応
募
者
は
過
去
に
進
士
科
等
の
難
関

を
突
破
し
た
名
士
揃
い
、
か
つ
既
に
長
安
で
然
る
べ
き
官
職
に
就
い
て
い
た
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
来
る
試
験
当
日
を
前
に
、
親
し
い

友
と
の
宴
に
陪
し
つ
つ
、
じ
わ
じ
わ
と
気
持
ち
を
昂た

か

め
、
か
つ
入
念
な
事
前
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の

よ
う
な
想
像
を
筆
者
に
懐
か
せ
る
の
は
、
二
人
が
起
居
し
た
華
陽
観
と
い
う
宗
教
施
設
が
、
当
時
い
っ
た
い
如
何
な
る
場
所
に
あ
っ
た

の
か
と
い
う
立
地
の
問
題
で
あ
る
。

二　

華
陽
観
の
あ
る
場
所

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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次
の
詩
は
、
白
居
易
た
ち
が
華
陽
観
に
移
り
住
ん
だ
直
後
の
貞
元
二
十
一
年
六
月
の
作
品
で
あ
る
。

　

 
永
崇
里
觀
居　
　
　
　
　
　
　
　

 

永
崇
里
の
観
居　
　
　
　

 

白
居
易

季
夏
中
氣
候　

煩
暑
自
此
收　
　

季
夏　

中
気
の
候
、
煩
暑　

此こ
れ

よ
り
収
ま
る
。

蕭
颯
風
雨
天　

蟬
聲
暮
啾
啾　
　

蕭
颯
た
る
風ゆ

ふ

雨だ
ち

の
天
、
蝉
声　

暮
に
啾
啾
た
り
。

永
崇
里
巷
靜　

華
陽
觀
院
幽　
　

永
崇
の
里
巷
は
静ひ

そ
やか

に
、
華
陽
の
観
院
は
幽か

そ
けし

。

軒
車
不
到
處　

滿
地
槐
花
秋　
　

軒
車
の
到
ら
ざ
る
処
、
満
地
に　

槐
花
の
秋
な
り
。

年
光
忽
冉
冉　

世
事
本
悠
悠　
　

年
光
は
忽
ち
冉
冉
と
す
ぎ
ゆ
き
、
世
事
は
本
よ
り
悠
悠
と
と
り
と
め
な
し
。

何
必
待
衰
老　

然
後
悟
浮
休　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
衰
老
を
待
ち
、
然
る
後
に
浮は

か
な休

き
を
悟
ら
ん
。

眞
隱
豈
長
遠　

至
道
在
冥
搜　
　

真
隠
は
豈あ

に
長
遠
な
ら
ん
や
、
至
道
は
冥
搜
に
在
り
。

身
雖
世
界
住　

心
與
虛
無
遊　
　

身
は
世こ

の
よ界

に
住
ま
ふ
と
雖
も
、
心
は
虚
無
と
と
も
に
遊
ば
ん
。

朝
飢
有
蔬
食　

夜
寒
有
布
裘　
　

朝
飢
に
は
蔬そ

食し

有
り
、
夜
寒
に
は
布
裘
有
り
。

幸
免
凍
與
餒　

此
外
復
何
求　
　

幸
ひ
に
凍こ

ご
えと

餒う
ゑ

と
を
免
れ
た
れ
ば
、
此
の
外
に
復
た
何
を
か
求
め
ん
。

寡
欲
雖
少
病　

樂
天
心
不
憂　
　

寡
欲
な
れ
ば　

少わ
づ

か
に
病
む
と
雖
も
、
天
を
楽
し
み　

心
憂
へ
ず
。

何
以
明
吾
志　

周
易
在
床
頭　
　

何
を
以
て
吾
が
志
を
明し

め

さ
ん
、
周
易　

床
頭
に
在
る
の
み
。 ‌


�

（『
白
氏
文
集
』
巻
五
、
花
〇
一
七
九
・
謝
〇
一
七
七
）

	

こ
こ
に
は
華
陽
観
の
幽
深
で
静
寂
な
た
た
ず
ま
い
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
夏
の
盛
り
を
過
ぎ
、
よ
う
や
く
凌
ぎ
易
く
な
っ
た
頃
、

ひ
と
り
心
穏
や
か
に
過
ご
す
白
居
易
の
近
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
図
上
【
次
頁
参
照
】
に
見
る
実
際
の
永
崇
坊
は
、
長
安
東
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﻿

華
陽
公
主
の
面
影



建
福
門

延興門

♥華陽観
永　崇

平岡武夫編『唐代の長安と洛陽・地図篇』（京都大学人文科学研究所、一九五六
年）の第一図「長安城図」より東城区部分のみ。

　　　 ‌�高官左遷の道﻿
（本稿73頁参照）
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城
区
域
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
行
き
交
う
至
便
な
里
坊
で
あ
っ
た
。
本
文
中
こ
と
さ
ら
に
「
軒
車
到
ら
ず
」
な
ど
と

あ
る
の
は
、
逆
に
か
か
る
大
路
の
喧
噪
か
ら
一
本
入
っ
た
路
地
裏
の
雰
囲
気
を
捉
え
た
表
現
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

実
は
華
陽
観
は
、
以
前
よ
り
文
士
た
ち
の
集
う
場
所
で
あ
っ
た
。
白
居
易
よ
り
一
世
代
前
の
人
物
で
、
福
建
出
身
の
欧
陽
詹
（
貞
元
八

年
進
士
及
第
）
に
は
、
白
氏
に
先
立
つ
九
年
前
に
こ
こ
華
陽
観
で
詠
ん
だ
詩
歌
が
あ
る
。
そ
の
序
文
に
拠
れ
ば
、
貞
元
十
二
年
（
七
九

六
）、
同
郷
の
陳
可
封
が
上
京
し
「
永
崇
里
華
陽
観
に
寓
し
」
て
い
た
の
で
、
欧
陽
詹
を
は
じ
め
友
人
の
「
安
陽
の
邵
楚
萇
、
済
南
の
林

蘊
、
潁
川
の
陳
詡
」
ら
四
人
が
集
ま
っ
て
「
八
月
十
五
夜
」
の
宴
を
催
し
た
と
い
う
。
白
居
易
の
宴
集
は
こ
の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
更
に
遡
る
大
暦
七
年
（
七
七
二
）、
盛
唐
詩
人
と
し
て
著
名
な
元
結
が
長
安
逗
留
中
に
「
永
崇
坊
の
旅
館
」

で
客
死
し
た
こ
と
が
、
そ
の
墓
誌
銘
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
旅
館
」
は
直
ち
に
道
観
内
の
宿
坊
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
大
都
会
長
安
の
中
で
の
永
崇
坊
の
立
地
条
件
が
い
か
に
利
便
性
に
優
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
従
っ
て
華
陽
観
は
、
中
唐
の

貞
元
年
間
に
は
す
で
に
信
者
以
外
に
も
開
放
さ
れ
、
地
方
出
身
者
の
宿
泊
や
、
時
に
は
宴
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
に
「
重
ね
て
華
陽
観
の
旧
居
に
到
る
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
（
花
〇
八
三
九
・
謝
〇
八
三
五
）。
白
居

易
が
華
陽
観
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
三
十
二
歳
の
貞
元
十
九
年
秋
で
、
そ
の
後
こ
の
永
貞
期
の
滞
在
を
経
て
、
再
び
訪
れ
た
の
は
四
十

三
歳
と
な
っ
た
元
和
九
年
だ
と
い
う
。
こ
の
前
後
二
度
の
訪
問
も
、
華
陽
観
に
仮
寓
す
る
誰
か
の
招
き
に
応
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
唐
代
の
道
観
は
、
そ
の
宗
教
上
の
理
念
か
ら
も
既
に
こ
の
よ
う
な
旅
館
兼
宴
会
場
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
。
六
朝
末
か
ら

唐
初
に
か
け
て
編
ま
れ
た
金
明
七
真
撰
『
洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
巻
一
に
拠
れ
ば
、
一
般
に
道
観
に
は
全
国
各
地
か
ら
上
京

す
る
修
行
者
の
た
め
に
本
坊
と
は
別
に
「
浄
人
坊
」
と
称
す
る
別
棟
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
専
用
の
出
入
口
（
門
戸
）
や
井
戸
そ
し
て
竈
ま

で
備
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
同
巻
の
別
条
に
は
、
修
行
に
は
ま
ず
心
身
の
清
浄
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
「
浴
堂
」
が
必
須
だ

と
い
う
。
こ
れ
な
ら
ば
地
方
か
ら
の
旅
行
者
の
み
な
ら
ず
、
と
か
く
怠
慢
で
懶
散
な
生
活
に
陥
り
易
い
科
挙
受
験
生
に
も
、
ま
さ
に
好

適
な
寄
宿
舎
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
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し
か
も
華
陽
観
が
あ
る
永
崇
坊
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
長
安
都
城
内
で
も
東
城
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
真
北
に
大
明
宮
を
仰
ぎ
、

ま
た
二
坊
南
に
大
雁
塔
の
聳
え
る
晋
昌
坊
が
接
し
て
い
る
。
上
京
し
た
ば
か
り
で
街
路
に
不
馴
れ
な
郷
貢
生
た
ち
に
も
大
変
わ
か
り
易

い
場
所
に
あ
る
。
ま
た
北
宋
に
編
ま
れ
た
唐
代
の
軼
事
集
『
南
部
新
書
』
に
は
、
進
士
合
格
発
表
（
放
榜
）
翌
日
の
恒
例
行
事
と
し
て
、

朝
廷
か
ら
退
出
す
る
宰
相
に
面
会
す
る
た
め
、
新
進
士
た
ち
が
大
明
宮
の
建
福
門
（
の
ち
光
範
門
に
変
更
）
横
に
整
列
し
た
こ
と
を
記

す
が
、
そ
こ
に
「
華
陽
観
裏
の
鐘
声
に
集
ひ
、
建
福
門
前
の
鼓
動
に
期
す
」
と
い
う
逸
句
を
伝
え
る
。
及
第
者
の
晴
れ
舞
台
を
色
ど
る
も

の
と
し
て
、
華
陽
観
の
鐘
は
、
ま
さ
に
長
安
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
晩
唐
の
頃
に
な
る
と
、
こ

の
た
び
の
元
白
の
故
事
が
前
例
の
一
つ
に
加
わ
り
、
更
に
多
く
の
秀
才
た
ち
が
こ
こ
華
陽
観
に
詰
め
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
永
崇
坊
北
側
の
大
路
は
、
そ
の
ま
ま
東
に
進
む
と
都
城
の
東
門
で
あ
る
延
興
門
に
至
る
。
こ
の
門
を
出
る
と
、
こ
の
先
は
藍
関

を
越
え
中
国
南
方
に
向
か
う
街
道
と
な
る
。
周
知
の
通
り
唐
の
高
官
た
ち
の
左
遷
の
道
で
も
あ
る
。
折
し
も
永
貞
革
新
に
失
敗
し
た
二

王
八
司
馬
（
王
伾
・
王
叔
文
・
韋
執
誼
・
韓
泰
・
韓
曄
・
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
・
陳
諌
・
凌
準
・
程
异
）
ら
の
左
遷
は
、
永
貞
元
年
八
月

の
順
宗
退
位
の
の
ち
数
ヶ
月
間
に
次
々
に
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
白
居
易
は
、
ま
さ
に
こ
の
華
陽
観
に
居
れ
ば
こ
そ
、
放
逐
さ
れ
ゆ
く

彼
ら
を
目
撃
で
き
た
の
で
あ
る
。
次
の
詩
は
、
十
一
月
七
日
に
崖
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
韋
執
誼
の
あ
り
さ
ま
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

 

寄
隱
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

隠
者
に
寄
す　
　
　

 

白
居
易

賣
藥
向
都
城　

行
憩
青
門
樹　
　

薬
を
売
ら
ん
と　

都
城
に
向
か
ひ
、
行
き
て
憩
ふ　

青
門
（
＝
延
興
門
）
の
樹
。

道
逢
馳
驛
者　

色
有
非
常
懼　
　

道
に
駅
に
馳は

し

る
者
に
逢
へ
ば
、
色

か
ほ
い
ろに

常
に
非
ざ
る
懼
れ
有
り
。

親
族
走
相
送　

欲
別
不
敢
住　
　

親
族　

走
り
て
相
送
り
、
別
れ
ん
と
欲
す
る
も
敢
へ
て
住と

ど

ま
ら
ず
。

私
怪
問
道
旁　

何
人
復
何
故　
　

私ひ
そ

か
に
怪
し
み
て
道
旁
に
問
ふ
、
何
人
ぞ　

復
た
何
の
故
ぞ
と
。

云
是
右
丞
相　

當
國
握
樞
務　
　

云
ふ
は
是
れ　

右
丞
相
、
国
に
当
た
り
て　

枢
務
を
握
る
。
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祿
厚
食
萬
錢　

恩
深
日
三
顧　
　

禄
厚
く
し
て　

万
銭
を
食は

み
、
恩
深
く
し
て　

日
に
三
顧
あ
り
き
。

昨
日
延
英
對　

今
日
崖
州
去　
　

昨
日　

延
英
（
＝
延
英
殿
）
に
対
せ
し
が
、
今
日　

崖
州
に
去
る
。

由
來
君
臣
間　

寵
辱
在
朝
暮　
　

由も
と

来よ
り　

君
臣
の
間
、
寵
と
辱
と
は　

朝
暮
に
在
り
。

青
青
東
郊
草　

中
有
歸
山
路　
　

青
青
た
る
東
郊
の
草
、
中
に
帰
山
の
路
有
り
。

歸
去
臥
雲
人　

謀
身
計
非
誤　
　

帰
り
去
れ　

臥
雲
の
人
よ
、
身
を
謀
る
計
は
誤
り
に
非
ず
。 ‌�

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
、
〇
〇
五
八
）

	

こ
の
詩
で
は
宰
相
左
遷
の
行
列
を
延
興
門
で
休
息
し
て
い
た
薬
売
り
（
隠
者
）
が
目
撃
す
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
大

明
宮
か
ら
退
朝
し
た
官
人
が
真
直
ぐ
藍
関
に
向
か
う
に
は
、
建
福
門
を
出
て
右
折
、
朱
雀
門
街
東
第
三
街
を
南
下
し
、
こ
の
永
崇
坊

0

0

0

北

西
角
の
十
字
街
を
左
折
し
て
東
に
直
進
す
る
と
よ
い
。
そ
の
証
拠
に
、
の
ち
元
和
五
年
春
三
月
、
元
稹
が
江
陵
士
曹
参
軍
に
貶
謫
さ
れ

る
際
も
、
こ
れ
と
同
じ
道
を
た
ど
っ
て
白
居
易
が
見
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
元
稹
白
居
易
が
受
験
す
る
制
挙
の
科
目
名
は
「
才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
」
で
あ
る
。
才
能
と
知
識
に
あ
ふ
れ

現
実
の
政
治
に
即
戦
力
と
し
て
参
画
で
き
る
人
材
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
人
が
こ
こ
華
陽
観
を
選
ん
で
共
同
生
活
を
始
め
た
の

は
、
単
に
に
道
観
の
中
で
心
静
か
に
勉
学
に
打
ち
込
む
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
と
は
逆
に
、
当
今
の
政
治
情
勢
を
見
極
め

る
た
め
、
他
の
受
験
生
や
政
界
に
繋
が
る
友
人
た
ち
と
頻
繁
に
情
報
交
換
し
合
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

こ
の
制
挙
が
行
わ
れ
る
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
は
、
奇
し
く
も
安
禄
山
が
長
安
に
侵
攻
し
唐
第
九
代
皇
帝
玄
宗
李
隆
基
が
蜀
に
蒙
塵
し

て
以
来
ち
ょ
う
ど
五
十
年

0

0

0

と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
。
か
く
し
て
激
動
の
年
月
を
振
り
返
り
、
か
つ
て
の
開
元
の
盛
政
を
取
り
戻
そ

う
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
白
居
易
元
稹
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
答
案
に
共
通
し
て
主
張
さ
れ
る
内
容
で
も
あ
っ
た
。
長
文
で
あ
る
た
め
、
そ

の
最
も
注
目
さ
れ
る
部
分
の
み
を
引
用
し
よ
う
（
以
下
す
べ
て
の
傍
点
は
筆
者
）。
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洎
天
寶
以
降
、
政
教
寖
微
、
寇
戎
荐
興
、
兵
亦
繼
起
。
兵
以
遏
寇
、
寇
生
於
兵
、
兵
寇
相
仍
、
迨
五
十
載

0

0

0

0

。
財
征
由
是
而
重
、
人

力
由
是
而
罷
。
下
無
安
心
、
雖
日
督
農
桑
之
課
、
而
生
業
不
固
。
上
無
定
費
、
雖
日
峻
管
榷
之
法
、
而
歲
計
不
充
。
日
削
月
脧
、

以
至
於
耗
竭
其
半
矣
。
此
臣
所
謂
疲
病
之
因
緣
者
也
。
豈
不
然
乎
。

天
宝
以
降
、
政
教
寖や

う
やく

微お
と
ろふ

る
に
洎い

た

り
、
寇
戎
荐し

き

り
に
興お

こ

り
、
兵
も
亦
た
継つ

ぎ
つぎ

に
起
る
。
兵
は
以
て
寇
を
遏と

ど

む
る
も
、
寇
は
兵
よ

り
生
じ
、
兵
寇
相
仍よ

る
こ
と
、
五
十
載
に
迨
べ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
財
征
は
是
れ
に
由
り
て
重
く
、
人
力
は
是
れ
に
由
り
て
罷つ

か

る
。
下
に
安
心
無

く
、
日ひ

び

農
桑
の
課
を
督た

だ

す
と
雖
も
、
生
業
は
固
か
ら
ず
。
上
に
定
費
無
く
、
日
管
榷
の
法
を
峻き

び

し
く
す
と
雖
も
、
歳
計
は
充
た
ず
。

日
に
削
り
月
に
脧ち

ぢ

み
，
以
て
其
の
半
ば
を
耗
竭
す
る
に
至
れ
り
矣
。
此
れ
臣
の
所い

は

謂ゆ
る

疲
病
の
因
縁
な
る
者
な
り
。
豈
に
然
ら
ざ
ら

ん
や
。 ‌�

（
白
居
易
「
才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
策
」、『
白
氏
文
集
』
巻
三
十
、
花
一
四
九
八
・
謝
二
九
〇
五
）

臣
以
爲
國
家
兵
興
以
來
、
天
下
之
人
慘
怛
悲
愁
、
五
十
年
矣

0

0

0

0

。
自
陛
下
卽
位
之
後
、
戴
白
之
老
莫
不
泣
血
而
話
開
元
之
政
。
臣
恐

此
輩
不
及
見
陛
下
功
成
理
定
之
化
、
而
先
飮
恨
於
窮
泉
。
此
臣
之
所
以
汲
汲
於
心
者
。
陛
下
能
不
憐
察
其
意
乎
。
謹
對
。

臣
以お

も

為へ
ら

く
国
家
に
兵
興
り
て
以
来
、
天
下
の
人た

み

の
惨
怛
悲
愁
せ
る
こ
と
、
五
十
年
な
り
矣

0

0

0

0

0

0

。
陛
下
（
＝
憲
宗
）
即
位
し
て
よ
り
の

後
は
、
戴
白
の
老
も
泣
血
し
て
開
元
の
政

ま
つ
り
ご
とを

話
さ
ざ
る
は
莫
し
。
臣　

此
の
輩
の
陛
下
の
功
成
理
定
の
化
を
見
る
に
及
ば
ず
、
先

に
恨
み
を
窮
泉
に
飲
ま
ん
こ
と
を
恐
る
。
此
れ
臣
の
心
に
汲
汲
た
る
所ゆ

ゑ
ん以

の
者
な
り
。
陛
下　

能
く
其
の
意
を
憐
れ
み
察
せ
ざ
ら

ん
や
。
謹
み
て
対こ

た

ふ
。 ‌�
（
元
稹
「
才
識
兼
茂
明
於
対
用
科
策
」、『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
八
）

	

だ
と
す
る
と
こ
の
時
、
華
陽
観
と
い
う
場
所
は
元
白
二
人
に
と
っ
て
更
に
一
層
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。
次
は
い
よ
い
よ
華
陽
観
の
歴
史
を
繙
い
て
ゆ
き
た
い
。
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三　

華
陽
公
主
の
生
涯

華
陽
公
主
の
伝
記
は
、『
旧
唐
書
』
后
妃
伝
の
内
の
、
母
た
る
代
宗
妃
第
三
位
貞
懿
皇
后
独
孤
氏
の
伝
記
中
と
、『
新
唐
書
』
諸
帝
公

主
列
伝
に
見
え
る
。

代
宗
貞
懿
皇
后
獨
孤
氏
、
父
穎
、
左
威
衞
錄
事
參
軍
、
以
后
貴
贈
工
部
尚
書
。
后
以
美
麗
入
宮
、
嬖
幸
專
房
、
故
長
秋
虛
位
、
諸

姬
罕
所
進
御
。
后
始
册
爲
貴
妃
、
生
韓
王
迥
、
華
陽
公
主
。
華
陽
聰
悟
過
人
、
能
候
上
顏
色
、
發
言
必
隨
喜
慍
。
上
之
所
賞
、
則

因
而
美
之
、
上
之
所
惡
、
則
曲
以
全
之
、
由
是
鍾
愛
特
異
。
大
暦
九
年
、
公
主
薨
。
上
嗟
悼
過
深
、
數
日
不
視
朝
。
宰
臣
等
因
中

使
呉
承
倩
附
奏
、
言
修
短
常
理
、
以
社
稷
之
重
、
宜
節
哀
視
事
。
初
公
主
疾
、
上
令
宗
師
道
教
、
名
曰
瓊
華
眞
人
。
及
疾
亟
、
上

親
自
臨
視
、
屬
纊
之
際
、
嚙
傷
上
指
、
其
愛
念
如
此
。

代
宗
の
貞
懿
皇
后
独
孤
氏
は
、
父
は
穎
、
左
威
衛
録
事
参
軍
、
后
の
貴
き
を
以
て
工
部
尚
書
を
贈
ら
る
。
后
は
美
麗
を
以
て
入
宮

し
、
嬖き

に
いり

幸
せ
ら
れ
て
房
を
専
ら
に
す
。
故
に
長
秋
（
＝
内
侍
監
）
は
虚ひ

位ま

、
諸
姫
の
進
御
す
る
所
罕
な
り
。
后　

始
め
て
冊
せ

ら
れ
て
貴
妃
と
為
り
、
韓
王
迥
と
華
陽
公
主
を
生
む
。
華
陽
は
聡
悟
な
る
こ
と
人
に
過
ぎ
、
能
く
上
の
顔
色
を
候う

か
がひ

、
発
言
は
必

ず
喜
慍
に
随
ふ
。
上
の
賞め

づ
る
所
、
則
ち
因
り
て
之
を
美ほ

め
、
上
の
悪に

く

む
所
、
則
ち
曲
げ
て
に
以
て
之
を
全
う
し
、
是
れ
に
由
り

て
鍾
愛
特
に
異
な
れ
り
。
大
暦
九
年
、
公
主
薨
す
。
上
の
嗟
悼
深
き
に
過
ぎ
、
数
日
朝
を
視
ず
。
宰
臣
等　

中
使
呉
承
倩
に
因
り

て
付
奏
し
、
修
短
は
常
の
理
に
し
て
、
社
稷
の
重
き
を
以
て
せ
ば
、
宜
し
く
哀
を
節
し
て
事
を
視
る
べ
き
を
言
ふ
。
初
め
公
主
疾

み
し
と
き
、
上　

道
教
を
宗
師
せ
し
め
、
名
づ
け
て
瓊
華
真
人
と
曰
ふ
。
疾
亟き

は

ま
る
に
及
び
、
上　

親み
づ
か自

ら
臨
視
す
る
に
、
属い

ま
は纊

の
際
、
噛
み
て
上
の
指
を
傷
つ
く
、
其
の
愛
念　

此
く
の
如
し
。 ‌�

（『
旧
唐
書
』
巻
五
十
二
、
后
妃
伝
下
）
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華
陽
公
主
、
貞
懿
皇
后
所
生
。
韶
悟
過
人
、
帝
愛
之
。
視
帝
所
喜
必
喜
遇
、
所
惡
曲
全
之
。
大
暦
七
年
、
以
病
丐
爲
道
士
、
號
瓊

華
眞
人
。
病
甚
、
嚙
帝
指
傷
。
薨
、
追
封
。

華
陽
公
主
は
、
貞
懿
皇
后
の
生
む
所
な
り
。
韶
悟
な
る
こ
と
人
に
過
ぎ
、
帝　

之
を
愛
す
。
帝
の
喜
ぶ
所
を
視
て
は
必
ず
喜
遇
し
、

悪
む
所
は
曲
げ
て
之
を
全
う
す
。
大
暦
七
年
、
病
を
以
て
丐
ひ
て
道
士
と
為
り
、
瓊
華
真
人
と
号
す
。
病
甚
し
き
に
、
帝
の
指
を

噛
み
て
傷
つ
く
。
薨
し
て
追
封
せ
ら
る
。 ‌�

（『
新
唐
書
』
巻
八
十
三
、
諸
帝
公
主
列
伝
）

	

並
外
れ
て
聡
明
な
公
主
は
父
代
宗
に
殊
の
ほ
か
愛
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
生
来
病
弱
で
、
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
に
宮
殿
を
出
て
入
道

し
、
こ
こ
華
陽
観
で
の
療
養
生
活
に
入
っ
た
。
道
号
は
瓊
華
真
人
。
し
か
し
奇
妙
な
の
は
そ
の
臨
終
の
よ
う
す
で
、
危
篤
に
駆
け
つ
け

た
代
宗
の
手
の
指
を
、
錯
乱
の
ま
ま
噛
み
つ
き
傷
付
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
詳
し
い
状
況
は
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
公
主

の
病
状
は
単
に
身
体
的
な
衰
弱
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
精
神
的
な
疾
患
を
も
含
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
華
陽
公
主
の
母
独
孤
妃
を
含
む
代
宗
皇
帝
の
后
妃
た
ち
は
、
安
史
の
乱
の
中
で
ま
こ
と
に
苛
酷
な
試
煉
を
強
い
ら

れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。『
旧
唐
書
』
后
妃
伝
に
お
い
て
代
宗
諸
妃
の
筆
頭
に
挙
が
る
睿
真
皇
后
沈
氏
の
伝
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

代
宗
睿
眞
皇
后
沈
氏
、
呉
興
人
、
世
爲
冠
族
。
父
易
直
、
祕
書
監
。
開
元
末
、
以
良
家
子
選
入
東
宮
、
賜
太
子
男
廣
平
王
。
天
寶

元
年
生
德
宗
皇
帝
。
祿
山
之
亂
、
玄
宗
幸
蜀
。
諸
王
妃
主
從
幸
不
及
者
、
多
陷
於
賊
、
后
被
拘
於
東
都
掖
庭
。
及
代
宗
破
賊
收
東

都
、
見
之
、
留
於
宮
中
、
方
經
略
北
征
、
未
暇
迎
歸
長
安
。
俄
而
史
思
明
再
陷
河
洛
。
及
朝
義
敗
、
復
收
東
都
、
失
后
所
在
、
莫

測
存
亡
。
代
宗
遣
使
求
訪
、
十
餘
年
寂
無
所
聞
。

代
宗
の
睿
真
皇
后
沈
氏
は
、
呉
興
の
人
、
世
よ
冠
族
た
り
。
父
は
易
直
、
秘
書
監
。
開
元
末
、
良
家
の
子
を
以
て
選
ば
れ
て
東
宮

に
入
り
、
太
子
男
の
広
平
王
（
＝
の
ち
の
代
宗
）
に
賜
ふ
。
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
徳
宗
皇
帝
を
生
む
。
禄
山
の
乱
に
、
玄
宗
蜀
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に
幸
す
。
諸
王
と
妃
の
主
従
の
幸
に
及
ば
ざ
る
者
、
多
く
賊
に
陥
ち
、
后
は
東
都
の
掖
庭
に
拘
せ
ら
る
。
代
宗
の
賊
を
破
り
東
都

を
収
む
る
に
及
び
、
之
に
見あ

ふ
も
、
宮
中
に
留
め
ら
れ
、
方
に
北
征
を
経
略
し
、
未
だ
迎
へ
て
長
安
に
帰
る
に
暇
あ
ら
ず
。
俄
か

に
し
て
史
思
明
再
び
河
洛
を
陥
す
。（
史
）
朝
義
の
敗
る
る
に
及
び
て
、
復
た
東
都
を
収
む
る
も
、
后
の
所
在
を
失
ひ
、
存
亡
測
る

莫
し
。
代
宗　

使
を
遣
し
て
求
訪
せ
し
む
る
も
、
十
余
年　

寂
と
し
て
聞
く
所
無
し
。 ��

（『
旧
唐
書
』
巻
五
十
二
、
后
妃
伝
下
）

	

沈
妃
は
蘇
州
の
名
族
出
身
で
、
長
男
の
徳
宗
皇
帝
を
産
ん
だ
が
、
安
禄
山
の
長
安
侵
攻
（
七
五
六
）
の
際
に
逃
げ
遅
れ
、
諸
王
子
や

后
妃
そ
し
て
そ
の
侍
従
た

ち
と
と
も
に
賊
軍
の
捕
虜

と
な
り
、
東
都
洛
陽
に
拉

致
さ
れ
た
と
い
う
。
翌
至

徳
二
載
（
七
五
七
）
兵
馬

大
元
帥
と
し
て
官
軍
を
指

揮
し
て
い
た
夫
の
広
平
王

（
代
宗
）
が
洛
陽
を
取
り

返
し
、
再
会
す
る
が
、
官

軍
が
北
方
に
進
撃
し
た
隙

に
再
び
史
思
明
軍
に
包
囲

さ
れ
、
以
後
五
年
間
、
洛

陽
で
の
幽
閉
生
活
を
余
儀

楊
貴
妃

楊
妃（
元
献
皇
后
）

沈
妃（
睿
真
皇
后
）

崔
妃

李
迥（
韓
王
）

華
陽
公
主

独
孤
妃（
貞
懿
皇
后
）

李
偲（
召
王
）

9李
隆
基（
玄
宗
）

10李
亨（
肅
宗
）

11李
豫（
代
宗
）

12李
适（
徳
宗
）

13李
誦（
順
宗
）

14李
純（
憲
宗
）

楊
銛

韓
国
夫
人

虢
国
夫
人

秦
国
夫
人

（楊家）

楊
釗（
楊
国
忠
）

婚姻関係

親子兄弟関係

同族関係

唐中興期皇室家系略図
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な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
に
救
出
さ
れ
た
時
、
す
で
に
沈
妃
の
姿
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
恐
ら
く
彼
女
は
、
監
禁
中
の
他
の
妃
や
王
子
た
ち
を
賊
徒
か
ら
守
る
た
め
、
哀
れ
身
を
挺
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
代
宗
妃
第
二
位
の
崔
妃
の
伝
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

代
宗
崔
妃
、
博
陵
安
平
人
。
父
峋
、
祕
書
少
監
。
母
楊
氏
韓
國
夫
人
。
天
寶
中
、
楊
貴
妃
寵
幸
。
卽
妃
之
姨
母
也
。
時
韓
國
虢
國

之
寵
、
冠
於
戚
里
。
時
代
宗
爲
廣
平
王
、
故
玄
宗
選
韓
國
之
女
、
嬪
于
廣
平
邸
。
禮
儀
甚
盛
。
生
召
王
偲
。
初
妃
挾
母
氏
之
勢
、

性
頗
妬
悍
。
及
西
京
陷
賊
、
母
黨
皆
誅
、
妃
從
王
至
靈
武
、
恩
顧
漸
薄
、
達
京
而
薨
。

代
宗
の
崔
妃
は
、
博
陵
安
平
の
人
。
父
は
峋
、
秘
書
少
監
。
母
は
楊
氏
韓
国
夫
人
な
り
。
天
宝
中
、
楊
貴
妃
寵
幸
せ
ら
る
。
即
ち

妃
の
姨
母
な
り
。
時
に
韓
国
と
虢
国
の
寵
は
、
戚
里
に
冠
た
り
。
時
に
代
宗
は
広
平
王
た
り
、
故
に
玄
宗　

韓
国
の
女む

す
めを

選
び
、

広
平
邸
に
嬪
す
。
礼
儀
甚
だ
盛
な
り
。
召
王
偲
を
生
む
。
初
め
妃
は
母
氏
の
勢
を
挾ほ

こ

り
、
性
頗
る
妬
悍
な
り
き
。
西
京
賊
に
陥
ち
、

母
党
の
皆
誅
せ
ら
る
る
に
及
び
、
妃
は
王
に
従
ひ
て
霊
武
に
至
る
も
、
恩
顧
漸
く
薄
く
、
京
に
達
し
て
薨
す
。 ‌


�

（『
旧
唐
書
』
巻
五
十
二
、
后
妃
伝
下
）

	

驚
く
べ
き
は
崔
妃
の
母
が
何
と
楊
貴
妃
の
長
姉
韓
国
夫
人
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
禄
山
侵
攻
の
際
は
、
そ
の
母
親
の
手
引
き
に

よ
っ
て
無
事
長
安
脱
出
組
に
加
わ
る
が
、
そ
こ
で
見
た
も
の
は
、
あ
の
馬
嵬
坡
で
の
母
親
た
ち
楊
氏
一
門
の
誅
殺
で
あ
っ
た
。
崔
妃
の

み
は
夫
広
平
王
の
妃
と
し
て
生
き
残
り
、
霊
武
の
行
在
所
に
同
行
し
、
や
が
て
長
安
に
も
戻
っ
た
が
、
召
王
偲
を
残
し
て
間
も
な
く
薨

去
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
玄
宗
の
孫
世
代
の
代
宗
皇
帝
の
諸
妃
た
ち
は
、
安
史
の
兵
乱
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
文
字
通
り
生
死
の

境
を
彷
徨
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
状
況
の
下
、
華
陽
公
主
の
母
独
孤
妃
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
史
書
の
記
述
は
無
い
が
、
恐
ら
く
沈
妃
と
と
も
に
洛
陽
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に
拉
致
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
沈
妃
失
踪
後
の
後
宮
の
女
性
た
ち
を
束
ね
、
徳
宗
な
ど
幼
い
王
子
た
ち
を
守
り
抜
い
た
の
が
、

こ
の
独
孤
妃
で
あ
り
、
か
く
し
て
彼
女
に
は
、
そ
の
薨
去
（
大
暦
十
年
・
七
七
五
）
に
際
し
沈
妃
と
同
等
の
皇
后
の
諡
号
が
追
贈
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

さ
て
再
び
華
陽
公
主
に
戻
ろ
う
。
公
主
の
生
年
に
つ
い
て
、
従
来
こ
れ
を
考
証
し
た
も
の
は
無
い
が
、
北
宋
の
宋
敏
求
撰
『
唐
大
詔

令
集
』
に
彼
女
の
公
主
冊
立
の
詔
勅
と
薨
去
時
の
追
封
の
詔
勅
と
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
僅
か
に
齠
年

0

0

に
在
り
」（
冊
公
主
文
）
と

あ
る
た
め
、
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
の
公
主
冊
立
時
、
彼
女
は
ま
だ
乳
歯
が
永
久
歯
に
生
え
換
わ
る
六
～
七
歳
頃
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
、
ま
た
「
弥
よ
紀
年

0

0

を
歴
ん
と
す
」（
追
封
制
）
と
あ
る
た
め
、
薨
去
し
た
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
の
年
齢
は
恐
ら
く
十
二
支
が
一
巡

す
る
直
前
の
満
十
一
歳
だ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
公
主
の
生
没
年
は
、
宝
応
二
年
（
即
ち
七
月
に
改
元
し
て
広
徳
元
年
・
七
六

三
）
の
癸
卯0

生
ま
れ
で
、
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
甲
寅0

に
亡
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
し
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
公
主
の
誕
生
前
後
に
は
、
あ
る
歴
史
事
件
が
重
な
っ
て
来
る
。
即
ち
同
年
（
七
六

三
）
十
月
に
突
如
来
襲
し
た
吐
蕃
軍
数
十
万
の
長
安
侵
攻
で
あ
る
。
結
局
こ
の
騒
擾
は
僅
か
数
週
間
で
終
息
す
る
が
、
一
時
は
代
宗
皇
帝

も
蒙
塵
し
、
当
然
独
孤
妃
ら
後
宮
の
女
性
た
ち
に
も
少
な
か
ら
ず
危
機
的
な
状
況
が
迫
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

史
書
に
明
確
な
記
載
が
無
く
、
か
つ
筆
者
自
身
に
専
門
的
な
医
学
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
断
言
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
華
陽
公
主

に
は
、
そ
の
誕
生
前
後
に
起
こ
っ
た
か
か
る
忌
ま
わ
し
い
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
、
心
身
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
重
篤
な
疾
患
が
生
じ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
生
前
の
華
陽
公
主
は
、
先
述
の
通
り
、
療
養
の
た
め
に
道
士
と
な
っ
て
こ
こ
華
陽
観
に
入
る
の
だ
が
、
同
時
に
仏
教
に
も
篤
く

帰
依
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
唐
長
安
に
お
い
て
密
教
の
普
及
に
貢
献
し
た
不
空
三
蔵
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
の
伝
記
の
一
節
に
曰
く
、

七
年
春
、
勅
賜
絹
一
百
疋
。
是
歲
春
夏
旱
。
有
詔
請
大
師
祈
雨
。
中
使
李
憲
誠
奉
宣
恩
旨
、
若
三
日
内
雨
足
、
是
和
上
功
、
非
過

（
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三
日
關
和
尚
事
。
大
師
受
制
、
建
立
道
場
、
一
日
已
終
、
及
依
法
祈
請
、
亦
不
過
限
、
大
雨
豐
足
。
皇
帝
大
悦
、
設
千
僧
齋
、
并

僧
弟
子
衣
七
副
、
以
報
功
也
。
冬
、
大
師
奏
造
文
殊
閣
、
聖
上
自
爲
閣
主
、
貴
妃
、
韓
王
、
華
陽
公
主
賛
之
、
凡
出
正
庫
財
約
三

千
萬
數
、
特
爲
修
崇
。

（
大
暦
）
七
年
春
、
絹
一
百
疋
を
勅
賜
せ
ら
る
。
是
の
歳
春
夏
に
旱
な
り
。
詔
有
り
て
大
師
に
雨
を
祈
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
中
使
の

李
憲
誠　

恩
旨
を
奉
宣
す
る
に
「
若も

し
三
日
の
内
に
雨
足
れ
ば
、
是
れ
和
上
の
功
、
三
日
を
過
ぐ
れ
ば
和
尚
の
事
に
関
す
る
に
非

ず
」
と
。
大
師　

制
を
受
け
、
道
場
を
建
立
し
、
一
日
に
し
て
已
に
終
え
、
法
に
依
り
て
祈
請
す
る
に
及
べ
ば
、
亦
た
限
り
を
過

ぎ
ず
し
て
、
大
雨
豊
足
す
。
皇
帝
大
い
に
悦
び
、
千
僧
斎
を
設
け
、
并
び
に
僧
弟
子
の
衣
七
副
、
以
て
功
に
報
ゆ
る
な
り
。
冬
、

大
師　

文
殊
閣
を
造
ら
ん
こ
と
を
奏
す
れ
ば
、
聖
上
（
＝
代
宗
）
自
ら
閣
主
と
為
り
、
貴
妃
（
＝
独
孤
妃
）、
韓
王
、
華
陽
公
主
之

に
賛
し
、
凡
そ
正
庫
の
財
約
三
千
万
数
を
出
だ
し
、
特
に
修
崇
を
為
せ
り
。 ‌


�

（
趙
遷
「
大
唐
故
大
徳
贈
司
空
大
辯
正
広
智
不
空
三
蔵
行
状
」、『
大
正
大
蔵
経
』
史
伝
部
二
〇
五
六
）

	

不
空
三
蔵
は
玄
宗
・
肅
宗
・
代
宗
の
三
代
か
ら
厚
い
庇
護
を
受
け
、
上
記
引
用
文
の
前
後
に
も
こ
の
祈
雨
の
条
の
如
き
奇
特
な
逸
話

が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
大
暦
七
年
冬
の
文
殊
閣
造
営
の
条
に
は
、
代
宗
を
施
主
（
閣
主
）
と
し
て
、
独
孤
妃
と
そ

の
子
韓
王
迥
（
七
五
〇
～
七
九
六
）、
妹
の
華
陽
公
主
と
が
親
子
揃
っ
て
協
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
高
僧
の
文
集
『
不
空

三
蔵
表
制
集
』
は
、
そ
の
法
統
を
継
い
だ
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
に
よ
っ
て
我
が
国
に
請
来
さ
れ
、
そ
の
写
本
が
現
在
も
伝
わ
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
閲
す
る
と
更
に
二
首
の
公
主
に
関
す
る
上
表
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
首
の
冒
頭
部
分
の
み
を
掲
げ
る
。

沙
門
不
空
言ま

を

す
。
内
謁
者
監
の
呉
休
悦　

聖
旨
を
奉
宣
し
、
瓊
華
真
人
真
如
金
剛
が
一
切
経
一
蔵
、
凡
そ
五
千
五
十
巻
、
並
び
に

是
れ
栴
檀
の
香
軸
に
、
織
り
て
綵あ

や

の
帙
を
成
し
、
衆
香
も
て
経
蔵
を
合
成
せ
ん
と
、
香
木
の
経
案つ

く
え、

金
宝
の
香
鑪
、
雲
霞
相
輝
き
、

（
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日
月
間
錯
し
て
、
光か

が

明や
き

と
芬か

ぐ
は
し
さ馥

と
は
、
街
衢
に
充
ち
溢
る
。
並
び
に
不
空
の
当
院
に
賜
ひ
て
安
置
し
、
其
れ
転
読
し
て
奉
迎
礼
拝

せ
し
む
。
…
（
中
略
）
…
大
暦
八
年
十
月
十
八
日
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
大
広
智
不
空
上
表
す
。 ‌


�

（「
謝
恩
賜
一
切
経
一
蔵
表
」、『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
三
）

	

こ
れ
は
大
暦
八
年
十
月
十
八
日
、
華
陽
公
主
が
施
主
と
な
っ
て
納
め
ら
た
一
切
経
五
千
五
十
巻
に
対
す
る
不
空
の
謝
辞
で
あ
る
。
特

に
注
目
さ
れ
る
の
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
よ
う
に
公
主
の
名
前
が
「
瓊
華
真
人
」
と
い
う
道
士
号
と
と
も
に
「
真
如
金
剛
」
と
い
う
密

教
の
灌
頂
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
空
の
居
処
は
、
唐
長
安
最
大
の
仏
教
寺
院
で
あ
る
靖
善
坊
の
大
興
善
寺
に
あ
る
。

華
陽
観
の
あ
る
永
崇
坊
か
ら
は
二
坊
真
西
と
い
う
至
近
距
離
に
当
る
。
よ
っ
て
公
主
の
華
陽
観
入
道
は
、
単
に
道
教
を
奉
ず
る
た
め
だ

け
で
は
く
、
そ
の
当
初
よ
り
仏
教
僧
不
空
三
蔵
の
加
護
を
受
け
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
今
後
、
白
居
易
の

「
三
教
論
衡
」
な
ど
と
と
も
に
、
安
史
の
乱
以
降
の
中
興
期
の
唐
王
室
と
、
仏
教
・
道
教
双
方
と
の
関
わ
り
を
探
る
上
で
興
味
深
い
資
料

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四　

華
陽
公
主
と
楊
貴
妃

さ
て
再
び
永
崇
坊
と
い
う
場
所

0

0

に
ま
つ
わ
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

北
宋
の
宋
敏
求
撰
『
長
安
志
』
巻
八
に
よ
れ
ば
、
こ
の
里
坊
は
隋
代
よ
り
道
観
が
存
在
し
、
初
盛
唐
期
に
早
世
し
た
七
基
の
太
子
廟

が
あ
る
な
ど
、
宗
教
施
設
が
数
多
く
密
集
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
華
陽
観
も
、
そ
れ
以
前
よ
り
宗
道
観
と
号
し
、
あ
る
公
主
（
興
信

公
主
、
伝
未
詳
）
の
居
宅
を
改
装
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
玄
宗
朝
（
恐
ら
く
天
宝
期
）

に
秘
書
監
の
楊
銛
の
邸
宅
が
存
し
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。

（
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楊
銛
と
言
え
ば
、
楊
貴
妃
、
楊
国
忠
（
楊
釗
）
ら
の
長
兄
と
し
て
天
宝
期
の
楊
氏
一
門
を
束
ね
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

安
史
の
乱
が
勃
発
す
る
以
前
に
没
し
た
た
め
、
そ
の
邸
宅
跡
地
の
沿
革
が
不
明
で
あ
る
が
、『
長
安
志
』
の
記
述
に
従
え
ば
、
現
在
の
華

陽
観
の
敷
地
そ
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
こ
れ
に
隣
接
す
る
場
所
（
と
も
に
街
西
之
南
）
に
、
こ
の
楊
銛
邸
が
構
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
の
楊
銛
の
邸
宅
は
、
か
つ
て
玄
宗
李
隆
基
の
不
興
を
買
っ
た
楊
玉
環
が
一
時
宿
下
が
り
し
た
場
所
で
も
あ
る
。
即
ち
『
旧
唐

書
』
后
妃
伝
に
列
せ
ら
れ
る
楊
貴
妃
の
伝
記
に
曰
く
、

五
載
七
月
、
貴
妃
以
微
譴
送
歸
楊
銛
宅
。
比
至
亭
午
、
上
思
之
不
食
。
高
力
士
探
知
上
旨
、
請
送
貴
妃
院
供
帳
・
器
玩
・
廩
餼
等
、

辦
具
百
餘
車
。
上
又
分
御
饌
以
送
之
。
帝
動
不
稱
旨
、
暴
怒
笞
撻
左
右
。
力
士
伏
奏
請
迎
貴
妃
歸
院
。
是
夜
、
開
安
興
里
門
入
内
。

妃
伏
地
謝
罪
、
上
歡
然
慰
撫
。

（
天
宝
）
五
載
（
七
四
六
）
七
月
、
貴
妃　

微
譴
を
以
て
楊
銛
の
宅
に
送
帰
せ
ら
る
。
亭
午
に
至
る
比

こ
ろ
ほ
ひま

で
、
上　

之
を
思
ひ
て
食

は
ず
。
高
力
士　

上
旨
を
探
知
し
、
請
ひ
て
貴
妃
院
の
供
帳
、
器
玩
、
廩
餼
等
を
送
ら
ん
と
し
、
辦
具
す
る
こ
と
百
余
車
。
上　

又

御
饌
を
分
か
ち
て
以
て
之
に
送
ら
し
む
。
帝
動い

ら
だち

旨
に
称
は
ざ
れ
ば
、
暴
怒
し
て
左
右
を
笞
撻
す
。
力
士　

伏
し
奏
し
て
貴
妃
を

迎
え
て
帰
院
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
ふ
。
是
の
夜
、
安
興
里
の
門
を
開
き
て
入
内
す
。
妃　

地
に
伏
し
て
謝
罪
す
れ
ば
、
上　

歓
然

と
し
て
慰
撫
せ
り
。 ‌�

（『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
、
后
妃
伝
上
）

	

だ
と
す
れ
ば
こ
の
永
崇
坊
内
の
華
陽
観
一
帯
は
、
か
つ
て
楊
貴
妃
も
一
時
身
を
寄
せ
た
由
緒
あ
る
土
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

か
ら
六
十
年
、
永
貞
元
年
の
白
居
易
は
、
こ
の
椿
事
を
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

さ
て
『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
に
は
、
白
居
易
に
よ
る
こ
の
華
陽
観
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
次
の
よ
う
な
絶
句
が
残
さ
れ
て
い
る
。（ 

）
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内
は
白
氏
の
自
注
。

　

 
春
題
華
陽
觀
（
觀
卽
華
陽
公
主
故
宅
有
舊
内
人
存
焉
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

春
に
華
陽
観
に
題
す
（
観
は
即
ち
華
陽
公
主
の
故
宅
、
旧
内
人
の
存
す
る
有
り
焉
。）　

白
居
易

帝
子
吹
簫
逐
鳳
皇　
　

帝
子　

簫
を
吹
き
て　

鳳
皇
を
逐
ひ
、

空
留
仙
洞
號
華
陽　
　

空
し
く
留
め
た
る
仙
洞
は　

華
陽
と
号
す
。

落
花
何
處
堪
惆
悵　
　

落
花　

何
れ
の
処
か　

惆
悵
に
堪た

へ
ん
、

頭
白
宮
人
掃
影
堂　
　

頭
白
の
宮
人　

影
堂
を
掃
ふ
。 ‌�

（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
、
花
〇
六
一
九
・
謝
〇
六
一
五
）

	

こ
こ
に
い
う
「
頭
白
の
宮
人
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
人
物
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
間
違
い
な
く
生
前
の
華
陽
公

主
に
仕
え
、
そ
の
看
病
に
携
わ
っ
た
者
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
母
独
孤
妃
に
従
い
、
と
も
に
安
禄
山
軍
に
よ
っ
て
洛
陽

に
連
行
さ
れ
た
者
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
独
孤
妃
の
従
者
と
し
て
、
そ
の
洛
陽
監
禁
中
に
は
代
宗
の
他
の
后
妃
に
仕
え
る
宮
女
た

ち
と
も
面
識
を
持
ち
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
支
え
合
っ
て
、
親
し
く
交
流
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
彼
女
は
、
天
宝
年
間
以
降
の
後

宮
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
経
験
し
、
ま
た
伝
え
聞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
、
崔
妃
に
付
い
て
い

た
宮
女
た
ち
か
ら
、
あ
の
馬
嵬
坡
の
悲
劇
に
つ
い
て
も
詳
し
く
聞
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
元
稹
白
居
易
た

ち
（
そ
し
て
こ
こ
に
は
当
然
あ
の
「
長
恨
歌
伝
」
の
筆
者
陳
鴻
を
含
む
で
あ
ろ
う
）
は
、
こ
の
華
陽
観
で
の
受
験
勉
強
中
、
折
に
触
れ

て
こ
の
「
頭
白
の
宮
女
（
＝
旧
内
人
）」
か
ら
、
安
史
の
乱
前
後
の
た
だ
な
ら
ぬ
激
動
の
歴
史
を
、
そ
の
生
々
し
い
語
り
を
通
し
て
学
び

取
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
元
稹
に
も
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
十
五
に
次
の
よ
う
な
名
作
が
あ
る
。

（
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行
宮　
　
　
　
　

行
宮　
　
　
　
　

元
稹

寥
落
古
行
宮　
　

寥
落
た
り　

古
行
宮
、

宮
花
寂
寞
紅　
　

宮
花　

寂
寞
と
し
て
紅
な
り
。

白
頭
宮
女
在　
　

白
頭
の
宮
女
在あ

り
、

閑
坐
説
玄
宗　
　

閑
坐
し
て　

玄
宗
を
説

も
の
が
た
りす

。

	

従
来
こ
の
「
行
宮
」
が
何
処
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
洛
陽
の
上
陽
宮
説
、
そ
の
郊
外
の
連
昌
宮
説
、
ま
た
驪
山
山
麓
の
華
清
宮
説

な
ど
諸
説
紛
糾
し
て
定
ま
ら
な
い
が
、
筆
者
は
今
こ
れ
ら
の
説
に
加
え
て
、
こ
こ
華
陽
観
で
の
作
で
は
な
い
か
と
の
新
し
い
説
を
提
出
し

て
お
き
た
い
。
元
詩
に
云
う
「
白
頭
宮
女
」
と
白
詩
に
登
場
す
る
「
頭
白
宮
人
」
と
は
、
ま
さ
し
く
同
一
の
人
物
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
華
陽
観
は
、
先
の
『
旧
唐
書
』
后
妃
伝
（
本
稿
75
頁
）
に
見
え
た
よ
う
に
、
愛
娘
華
陽
公
主
の
臨
終
に
際

し
、
父
代
宗
皇
帝
が
駆
け
つ
け
た
正
し
く
「
行
宮
」
で
も
あ
る
の
だ
。

と
も
か
く
白
居
易
が
華
陽
観
滞
在
中
に
見
聞
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
、
同
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
る
「
長
恨
歌
」
に
繋
が
っ
て
ゆ

く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
白
氏
新
楽
府
の
一
つ
「
上
陽
白
髪
人
」
詩
に
曰
く
、

唯
向
深
宮
望
明
月　
　

唯
だ
深
宮
に
向お

い
て
明
月
を
望
む
こ
と
、

東
西
四
五
百
回
圓　
　

東
西
に
四
五
百
回
円ま

ど

か
な
り
。

今
日
宮
中
年
最
老　
　

今
日　

宮
中
に　

年
最
も
老
い
、

天
家
遙
賜
尚
書
號　
　

天
家
（
＝
皇
室
）
よ
り
遥
か
に
賜
ふ　

尚
書
の
号
。

小
頭
鞋
履
窄
衣
裳　
　

小
頭
の
鞋
履
に　

窄す
ぼ

み
た
る
衣
裳
、

（
39
）

（
40
）

84

文
学
研
究

　
第
百
十
六
輯



青
黛
畫
眉
眉
細
長　
　

青
黛
も
て
眉
を
画
け
ば　

眉
は
細
く
長
し
。

外
人
不
見
見
應
笑　
　

外
人
に
は
見
え
ず　

見
な
ば
応
に
笑
ふ
べ
し
、

天
寶
年
中
時
勢
粧　
　

天
宝
年
中
の
時
勢
粧
な
れ
ば
。

上
陽
人　

苦
最
多　
　

上
陽
の
人　

苦　

最
も
多
し
。

少
亦
苦　

老
亦
苦　
　

少
き
に
亦
た
苦
し
み　

老
い
て
亦
た
苦
し
み
、

少
苦
老
苦
兩
如
何　
　

少
苦　

老
苦　

両
つ
な
が
ら
如
何
せ
ん
。 �


�

（
新
楽
府
五
十
首
其
七
「
上
陽
白
髪
人
」、
そ
の
第
二
十
七
～
三
十
七
句
、『
白
氏
文
集
』
巻
三
、
花
〇
一
三
一
・
謝
〇
一
二
九
）

	

こ
こ
に
登
場
す
る
老
女
の
極
め
て
リ
ア
ル
な
風
貌
は
、
明
ら
か
に
モ
デ
ル
が
実
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
該
当
者
と

し
て
、
こ
の
華
陽
観
の
老
宮
女
以
上
に
相
応
し
い
人
物
を
、
こ
の
『
白
氏
文
集
』
中
の
他
の
作
品
か
ら
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
こ
こ
で
は
引
用
を
略
す
る
が
、
こ
の
「
上
陽
白
髪
人
」
詩
の
前
半
に
は
若
く
美
し
い
新
入
り
宮
女
に
嫉
妬
す
る
楊
貴
妃
の
陰
険
で

醜
悪
な
姿
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
節
（
78
頁
）
に
引
く
『
旧
唐
書
』
崔
妃
伝
の
「
性
は
頗
る
妬
悍
」
で
あ
っ
た
と

す
る
一
条
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
更
に
こ
れ
に
関
連
し
て
華
陽
公
主
の
母
独
孤
妃
が
代
宗
の
寵
愛
を
独
占
し
た
と
の
記
述
（『
旧
唐
書
』

独
孤
妃
伝
）
も
「
長
恨
歌
」
序
盤
の
く
だ
り
に
極
め
て
酷
似
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

后
は
美
麗
を
以
て
入
宮
し
、
嬖き

に
いり

幸
せ
ら
れ
て
房
を
専
ら
に
す
。
故
に
長
秋
（
＝
内
侍
監
）
は
虚ひ

位ま

、
諸
姫
の
進
御
す
る
所
罕
な

り
。 ‌�

（『
旧
唐
書
』
独
孤
妃
伝
、
本
稿
75
頁
よ
り
再
掲
）

承
歡
侍
宴
無
閑
暇　
　

歓
を
承
け　

宴
に
侍
し
て　

閑
暇
無
く
、

（
41
）
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春
從
春
遊
夜
專
夜　
　

春
は
春
の
遊
び
に
従
ひ　

夜
は
夜
を
専
ら
に
す

0

0

0

0

0

0

0

0

。

後
宮
佳
麗
三
千
人　
　

後
宮
の
佳
麗　

三
千
人
、

三
千
寵
愛
在
一
身　
　

三
千
の
寵
愛　

一
身
に
在
り
。

金
屋
粧
成
嬌
侍
夜　
　

金
屋
に　

粧
ひ
成
り
て　

嬌
と
し
て
夜
に
侍
し
、

玉
樓
宴
罷
醉
和
春　
　

玉
楼
に　

宴
罷
み
て　

酔
ひ
て
春
に
和
す
。 ‌


�

（
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
そ
の
第
十
七
句
～
第
二
十
二
句
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
、
花
〇
五
九
六
・
謝
〇
五
九
三
）

明
年
册
爲
貴
妃
、
半
后
服
用
。
繇
是
冶
其
容
、
敏
其
詞
、
婉
孌
萬
態
、
以
中
上
意
。
上
益
嬖
焉
。
時
省
風
九
州
、
泥
金
五
岳
、
驪

山
雪
夜
、
上
陽
春
朝
、
與
上
行
同
室
、
宴
專
席
、
寢
專
房
。
雖
有
三
夫
人
、
九
嬪
、
二
十
七
世
婦
、
八
十
一
御
妻
、
暨
後
宮
才
人
、

樂
府
伎
女
、
使
天
子
無
顧
盼
意
、
自
是
六
宮
無
復
進
幸
者
。

明
年
（
＝
天
宝
四
載
［
七
四
五
］）
冊
し
て
貴
妃
と
為
り
、
后
の
服
用
を
半な

か

ば
に
す
。
是
れ
に
繇よ

り
て
其
の
容か

た
ちを

冶
に
し
、
其
の

詞こ
と
ば
づ
か
ひを

敏
に
し
、
婉
孌
な
る
こ
と
万
態
、
以
て
上
（
＝
玄
宗
）
が
意

み
こ
こ
ろに

中あ

つ
。
上　

益
ま
す
焉こ

れ

を
嬖
れ
り

0

0

0

。
時
に
九
州
に
省
風

し
、
五
岳
に
泥
金
し
、
驪
山
の
雪
の
夜
、
上
陽
の
春
の
朝
、
上
と
行
く
に
室
を
同
じ
う
し
、
宴
に
は
席
を
専
ら
に
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
寝
に
は
房

0

0

0

0

を
専
ら
に
す

0

0

0

0

0

。
三
夫
人
、
九
嬪
、
二
十
七
世
婦
、
八
十
一
御
妻
、
暨お

よ

び
後
宮
の
才
人
、
楽
府
の
伎
女
有
り
と
雖
も
、
天
子
を
し
て

顧
盼
の
意
無
か
ら
し
め
、
是
よ
り
六
宮
に
復
た
進
幸
す
る
者
無
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 ‌�

（
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」、『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
所
収
）

	

さ
て
、
こ
こ
で
更
に
細
や
か
に
「
長
恨
歌
」
の
各
場
面
を
想
起
さ
れ
た
い
。

天
界
の
仙
女
の
化
身
で
あ
る
楊
玉
環
は
、
絶
世
の
美
貌
と
と
も
に
、
歌
舞
に
も
秀
で
、
ま
こ
と
に
こ
の
上
な
い
女
性
と
し
て
描
か
れ

て
い
た
。
ゆ
え
に
馬
嵬
坡
で
彼
女
を
失
い
、
一
人
長
安
に
戻
っ
た
「
聖
主
」
李
隆
基
は
、
階
前
の
落
葉
を
掃
く
者
も
お
ら
ぬ
寂
れ
た
離

86

文
学
研
究

　
第
百
十
六
輯



宮
に
し
ょ
ん
ぼ
り
と
老
残
の
時
を
お
く
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
そ
こ
に
、
こ
の
哀
れ
な
上
皇
に
同
情
す
る
旅
の
道
士
が
現
れ
、
凄
ま
じ

い
神
通
力
で
貴
妃
の
魂
魄
を
探
し
求
め
る
。

臨
邛
道
士
鴻
都
客　
　

臨
邛
の
道
士　

鴻
都
の
客
、

能
以
精
誠
致
魂
魄　
　

能
く
精
誠
を
以
て
魂
魄
を
致
す
。

爲
感
君
王
展
轉
思　
　

君
王
の
展
転
の
思
ひ
に
感
ず
る
が
為
に
、

遂
教
方
士
殷
勤
覓　
　

遂
に
方
士
を
し
て
殷
勤
に
覓も

と

め
し
む
。

排
空
馭
氣
奔
如
電　
　

空
を
排
し
気
に
馭
し
て　

奔
る
こ
と
電

い
な
づ
まの

如
く
、

昇
天
入
地
求
之
遍　
　

天
に
昇
り
地
に
入
り
て　

之
を
求
む
る
こ
と
遍あ

ま
ねし

。 ‌


�

（
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
そ
の
第
七
十
五
句
～
第
八
十
句
）

	

華
陽
観
に
数
ヶ
月
間
滞
在
し
た
白
居
易
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
方
出
身
の
異
能
の
修
行
者
は
、
時
に
宿
坊
生
活
の
中
で
ふ
と
目

に
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
道
観
を
守
る
老
宮
女
は
、
ま
さ
に
「
青
娥
老
い
」
た
る
「
椒
房
の
阿
監
」（「
長
恨

歌
」
第
六
十
六
句
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
し
か
も
そ
こ
は
旧
楊
銛
邸
の
跡
地
で
も
あ
り
、
か
つ
こ
の
道
観
の
境
内
に
は
投
宿
者
の
た
め

の
「
浴
堂
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
（
も
ち
ろ
ん
楊
貴
妃
が
入
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
…
…
）。
白
居
易
に
と
っ
て
、
こ
の
華
陽
観

と
い
う
施
設
は
、
ま
さ
に
約
五
十
年
前
の
楊
貴
妃
の
物
語
を
さ
ま
ざ
ま
に
追
体
験
で
き
る
恰
好
の
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
白
居
易
は
、
そ
の
制
挙
の
た
め
の
受
験
勉
強
の
折
ふ
し
に
楊
貴
妃
へ
の
想
像
が
さ
ま
ざ
ま
に
膨
ら
み
、
と
き
に
華
陽
観
の
「
影
堂
」

に
飾
ら
れ
る
若
い
公
主
の
像
と
も
イ
メ
ー
ジ
が
交
錯
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
最
後
に
筆
者
が
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
「
長
恨
歌
」
に
描
か
れ
る
楊
貴
妃
の
年
齢
で
あ
る
。
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楊
家
有
女
初
長
成　
　

楊
家
に
女む

す
め有

り　

初
め
て
長
成
し
、

養
在
深
閨
人
未
識　
　

養
は
れ
て
深
閨
に
在
り　

人
未
だ
識
ら
ず
。

天
生
麗
質
難
自
棄　
　

天
生
の
麗
質　

自
お
の
づ
から

棄
て
難
く
、

一
朝
選
在
君
王
側　
　

一
朝　

選
ば
れ
て
君
王
の
側か

た
はら

に
在
り
。 ‌�

（
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
そ
の
第
三
句
～
第
六
句
）

	

こ
こ
に
登
場
す
る
楊
貴
妃
は
、
史
実
の
年
齢
と
は
異
な
り
、「
深
閨
」
に
養
わ
れ
、「
初
め
て
長
成
」
し
た
ば
か
り
の
少
女
と
し
て
描
か

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
少
女
は
、
陳
鴻
の
伝
に
拠
れ
ば
、
そ
の
美
貌
の
み
な
ら
ず
、
帝
の
気
持
ち
を
瞬
時
に
察
知
す
る
利
発
さ
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

非
徒
殊
豔
尤
態
致
是
、
蓋
才
智
明
慧
、
善
巧
便
佞
、
先
意
希
旨

0

0

0

0

、
有
不
可
形
容
者
。

徒た

だ
に
殊
艶
尤
態
の
是
れ
を
致
せ
る
の
み
に
非
ず
、
蓋
し
才
智
明
慧
に
し
て
、
善
く
巧
み
に
便
佞
し
、
意
に
先
ん
じ
て
旨
を
希
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
、
形
容
す
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。 ‌�

（
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」）

	

こ
の
陳
鴻
の
一
文
は
先
の
本
稿
86
頁
の
引
用
の
直
後
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
先
意
希
旨
」
と
い
う
楊
貴
妃
の
聡

明
さ
は
、
こ
こ
ま
で
本
稿
に
縷
々
述
べ
て
き
た
華
陽
公
主
の
逸
話
に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

華
陽
（
公
主
）
は
聡
悟
な
る
こ
と
人
に
過
ぎ
、
能
く
上
の
顔
色
を
候う

か
がひ

、
発
言
は
必
ず
喜
慍
に
随
ふ
。
上
の
賞め

づ
る
所
、
則
ち
因

り
て
之
を
美ほ

め
、
上
の
悪に

く

む
所
、
則
ち
曲
げ
て
に
以
て
之
を
全
う
し
、
是
れ
に
由
り
て
鍾
愛
特
に
異
な
れ
り
。 ‌


�

（『
旧
唐
書
』
独
孤
妃
伝
、
本
稿
75
頁
よ
り
再
掲
）

（
42
）
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韶
悟
な
る
こ
と
人
に
過
ぎ
、
帝　

之
を
愛
す
。
帝
の
喜
ぶ
所
を
視
て
は
必
ず
喜
遇
し
、
悪
む
所
は
曲
げ
て
之
を
全
う
す
。 ‌


�

（『
新
唐
書
』
華
陽
公
主
伝
、
同
じ
く
本
稿
76
頁
よ
り
再
掲
）

	

も
ち
ろ
ん
新
旧
『
唐
書
』
の
成
書
年
代
に
鑑
み
れ
ば
、
逆
に
こ
ち
ら
の
方
が
白
居
易
陳
鴻
の
影
響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た

そ
れ
以
上
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
お
お
よ
そ
聡
明
な
女
性
の
伝
記
類
に
は
常
套
の
あ
り
ふ
れ
た
修
辞
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
方
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
記
録
は
、
紛
れ
も
な
く
そ
の
近
辺
に
侍
し
た
召
人
た
ち
が
目
撃
し
た
父
娘
の
真
実
の
情
景
で
あ
っ
た
と
思
し

い
。
そ
れ
は
、
本
稿
第
三
節
79
頁
に
言
及
し
、
そ
の
注
（
29
）
に
全
文
を
録
し
た
華
陽
公
主
追
封
の
詔
勅
文
の
記
述
に
ぴ
た
り
と
一
致

す
る
か
ら
で
あ
る
。

故
第
五
公
主
は
、
天

う
ま
れ
な
が
ら

縱
に
し
て
柔
和
、
性
は
聡
敏
と
成
れ
り
。
爰こ

こ

に
辨
識
は
人
倫
に
秀
で
、
仁
孝
は
衷
誠
に
切
に
、
怡
順
は
師
訓

に
過
ぐ
る
に
自よ

り
て
、
意
に
先
ん
じ
て
旨
を
承
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
明
言
を
待
た
ず
。
醴

の
み
も
のを

省は
ぶ

き
饌

た
べ
も
のを

適か
な

へ
、
毎
に
豊
潔
を
加
へ
、
送
迎
に
は
寒

暑
を
憚は

ば
かる

匪な

く
、
温
扇
に
は
傍
人
を
待
た
ず
。
繁
奢
を
去
る
に
甘
ん
じ
、
礼
教
を
聞
く
を
楽
し
む
。
将
に
詞
も
て
請う

く
る
有
ら
ん

と
す
れ
ば
、
必
ず
温
顔
を
候ま

ち
、
或
は
憂
労
に
遇
へ
ば
、
輒
ち
焦
色
を
形あ

ら
はせ

り
。
六
行
を
周
旋
し
、
七
篇
を
諷
詠
し
、
威
怒
を
霽は

ら
す
に
以
て
危
き
を
拯す

く

ひ
、
歓
愉
を
伺
ひ
て
而
し
て
善
を
進
め
、
常
に
求
め
て
下
に
恵
み
、
聚つ

ね

に
請
ひ
て
賢
を
求
む
。 ‌


�

（「
追
封
華
陽
公
主
制
」、
全
文
は
本
稿
の
注
29
所
掲
）

	

こ
の
文
章
は
、
代
宗
が
ま
さ
に
こ
の
華
陽
観
建
立
を
指
示
し
た
詔
勅
で
あ
り
、
そ
の
当
時
、
恐
ら
く
は
石
な
ど
に
刻
ま
れ
て
境
内
の

い
ず
れ
か
に
標
榜
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
華
陽
観
で
の
白
居
易
と
元
稹
（
そ
し
て
陳
鴻
）
ら
は
、
当
然
こ
の
詔
勅
を
拝
し
、

ま
た
そ
の
公
主
の
在
り
し
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
を
、
そ
の
堂
を
守
る
頭
白
の
老
宮
女
よ
り
尋
ね
聞
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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よ
っ
て
傾
国
の
美
女
楊
貴
妃
に
は
、
彼
ら
の
創
作
し
た
詩
歌
と
伝
記
と
に
お
い
て
「
先
意
承
旨
」
の
利
発
な
少
女
の
面
影
を
以
て
立

ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
曰
く
、

聞
道
漢
家
天
子
使　
　

聞き
く

道な
ら

く　

漢
家
天
子
の
使
な
り
と
、

九
華
帳
裏
夢
魂
驚　
　

九
華
の
帳
裏　

夢
魂
驚
く
。

攬
衣
推
枕
起
徘
徊　
　

衣
を
攬と

り　

枕
を
推
し
て　

起
ち
て
徘
徊
し
、

珠
箔
銀
屏
邐
迤
開　
　

珠
箔　

銀
屏　

邐り

迤い

と
し
て
開
く
。

雲
鬢
半
偏
新
睡
覺　
　

雲
鬢
半
ば
偏か

た
むき

て　

新
た
に
睡
り
覚さ

め
た
り
、

花
冠
不
整
下
堂
來　
　

花
冠
整と

と
のは

ず　

堂
よ
り
下
り
来
た
る
。

風
吹
仙
袂
飄
颻
擧　
　

風
は
仙せ

ん

袂べ
い

を
吹
き
て　

飄
颻
と
し
て
挙
が
り
、

猶
似
霓
裳
羽
衣
舞　
　

猶
ほ
霓
裳
羽
衣
の
舞
に
似
た
り
。 ‌�

（
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
そ
の
第
九
十
一
句
～
第
九
十
八
句
）

	

こ
の
一
節
は
「
仙
子
」
と
な
っ
た
楊
太
真
が
か
つ
て
人
間
で
あ
っ
た
頃
の
記
憶
を
い
ま
だ
完
全
に
は
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明

か
す
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
そ
の
「
驚
き
」
あ
わ
て
る
姿
は
、
彼
女
が
君
王
李
隆
基
の
御
心
を
瞬
時
に
察
知
す
る
聡
明
さ
を
示
す
と
と

も
に
、
や
は
り
ど
こ
と
な
く
あ
ど
け
な
い
少
女
の
仕
草

0

0

0

0

0

が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
陳
鴻
「
長

恨
歌
伝
」
に
描
か
れ
る
楊
貴
妃
に
は
、
こ
の
よ
う
に
も
う
一
人
の
悲
劇
的
な
王
女
の
面
影
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

注

（
43
）
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（
1
）	

本
稿
に
引
く
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
は
、
南
宋
紹
興
年
間
刊
『
白
氏
長
慶
集
』
七
十
一
巻
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
を
底
本
と
し
、
我
が

国
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
等
の
諸
本
を
適
宜
参
照
す
る
。
た
だ
し
そ
の
巻
数
表
示
は
底
本
の
紹
興
本
（
前
詩
後
文
本
）
で
は
な
く
、
白
氏
の
自
己

編
集
時
の
原
型
に
近
い
と
さ
れ
る
江
戸
初
期
の
那
波
道
円
刊
本
（
四
部
叢
刊
所
収
・
前
集
後
集
本
）
と
す
る
。
因
み
に
「
策
林
七
十
五
道
」

は
、
那
波
本
系
で
は
巻
四
十
五
～
四
十
八
、
紹
興
本
系
で
は
巻
六
十
二
～
六
十
五
と
な
る
。

（
2
）	

原
文
は
次
の
通
り
。「
元
和
初
、
予
罷
校
書
郎
、
與
元
微
之
將
應
制
擧
、
退
居
於
上
都
華
陽
觀
。
閉
戸
纍
月
、
揣
摩
當
代
之
事
、
構
成
策
目

七
十
五
門
。
及
微
之
首
登
科
、
予
次
焉
。
凡
所
應
對
者
、
百
不
用
其
一
二
。
其
餘
自
以
精
力
所
致
、
不
能
棄
捐
、
次
而
集
之
、
分
爲
四
卷
。

命
曰
策
林
云
耳
。」

（
3
）	

『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
、
そ
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
「
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
之
」
詩
に
「
文
を
攻を

さ

め
て
朝
に
矻
矻
た
り
、
学
を
講
じ
て
夜
に

孜
孜
た
り
。
策
目
は
穿
ち
て
札
の
如
く
、
毫
鋒
は
鋭
く
し
て
錐き

り

の
若
し
」
等
と
こ
の
時
の
こ
と
が
回
顧
さ
れ
、
更
に
詳
細
な
自
注
も
付
さ
れ

て
い
る
。

（
4
）	

白
居
易
の
生
涯
と
各
作
品
の
繋
年
考
証
に
つ
い
て
は
、
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）、
朱
金
城
『
白
居
易

年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、
お
よ
び
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
同
『
白
居
易
文
集
校

注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
等
を
参
照
。

（
5
）	

現
在
、
白
居
易
の
作
品
番
号
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
朋
友
書
店
、
一
九
七
四
年
再
版
）
に
拠
る
も
の
と
、
謝
思
煒

『
白
居
易
詩
集
校
注
』『
白
居
易
文
集
校
注
』（
と
も
に
前
注
所
掲
）
に
拠
る
も
の
の
二
種
類
が
主
に
通
行
し
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
両
者

の
番
号
が
同
じ
で
あ
る
場
合
は
そ
の
四
桁
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
が
、
異
な
る
場
合
は
「
花
〇
〇
〇
〇
・
謝
〇
〇
〇
〇
」
と
表
示
す

る
こ
と
に
す
る
。

（
6
）	

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。「
華
陽
觀
里
仙
桃
發
、
把
酒
看
花
心
自
知
。
爭
忍
開
時
不
同
醉
、
明
朝
後
日
卽
空
枝
。」
元
稹
白
居
易
と
李
諒
は

そ
の
後
も
交
流
が
あ
り
、
特
に
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
元
日
に
は
越
州
刺
史
と
し
て
紹
興
に
あ
っ
た
元
稹
と
杭
州
刺
史
の
白
居
易
、
そ
し
て

蘇
州
刺
史
の
李
諒
と
の
間
で
交
換
唱
酬
さ
れ
た
詩
歌
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
一
説
に
、
李
諒
は
そ
の
字
の
李
復
言
の
署
名
を
以
て
『
続
玄

怪
録
』
の
撰
者
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
別
人
と
の
説
も
あ
る
）。
今
村
与
志
雄
『
唐
代
伝
奇
集
・
下
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
）
の
解
説
を

参
照
。

（
7
）	

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。「
青
門
走
馬
趁
心
期
、
惆
悵
歸
來
已
校
遲
。
應
過
唐
昌
玉
蕊
後
、
猶
當
崇
敬
牡
丹
時
。
暫
遊
還
憶
崔
先
輩
、
欲
醉

先
邀
李
拾
遺
。
尚
殘
半
月
芸
香
俸
、
不
作
歸
糧
作
酒
貲
。」
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（
8
）	

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。「
性
情
懶
慢
好
相
親
、
門
巷
蕭
條
稱
作
鄰
。
背
燭
共
憐
深
夜
月
、
蹋
花
同
惜
少
年
春
。
杏
壇
住
僻
雖
宜
病
、
芸
閣

官
微
不
救
貧
。
文
行
如
君
尚
憔
悴
、
不
知
霄
漢
待
何
人
」。
文
中
の
「
杏
壇
」
は
、
こ
こ
で
は
道
観
、
即
ち
華
陽
観
を
指
す
。
な
お
盧
周
諒
は

隋
朝
文
壇
の
領
袖
盧
思
道
（
五
三
一
？
～
五
八
二
？
）
を
輩
出
し
た
范
陽
の
盧
氏
の
一
族
。『
新
唐
書
』
巻
七
十
三
「
宰
相
世
系
表
・
三
之

上
」
に
彼
の
名
が
見
え
る
。
愛
宕
元
「
唐
代
范
陽
盧
氏
研
究

―
婚
姻
関
係
を
中
心
に

―
」（
川
勝
義
雄
・
礪
波
護
編
『
中
国
貴
族
制
社
会

の
研
究
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
年
）、
高
橋
康
浩
「
范
陽
の
盧
氏
に
つ
い
て

―
盧
植
・
盧
毓
と
漢
魏
交
代
期
の

政
治
・
文
化

―
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
七
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
等
を
参
照
。

（
9
）	

詩
の
全
篇
は
次
の
通
り
。「
百
里
音
書
何
太
遲
、
暮
秋
把
得
暮
春
詩
。
柳
條
綠
日
君
相
憶
、
梨
葉
紅
時
我
始
知
。
莫
歎
學
官
貧
冷
落
、
猶
勝

村
客
病
支
離
。
形
容
意
緒
遙
看
取
、
不
似
華
陽
觀
裏
時
。」
白
居
易
と
李
紳
（
七
七
二
～
八
四
六
）
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
朱
金
城
『
白
居
易

研
究
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
の
「
白
居
易
交
游
考
」
七
五
～
七
九
頁
を
参
照
。

（
10
）	

詩
の
全
篇
は
次
の
通
り
。「
辭
君
歲
久
見
君
初
、
白
髮
驚
嗟
兩
有
餘
。
容
鬢
別
來
今
至
此
、
心
情
料
取
合
何
如
。
曾
同
曲
水
花
亭
醉
、
亦
共

華
陽
竹
院
居
。
豈
料
天
南
相
見
夜
、
哀
猿
瘴
霧
宿
匡
廬
。」
ま
た
同
じ
く
巻
十
三
の
「
答
韋
八
」
詩
（
花
〇
六
二
二
・
謝
〇
六
一
八
）
に
曰

く
、「
麗
句
勞
相
贈
、
佳
期
恨
有
違
。
早
知
留
酒
待
、
悔
不
趁
花
歸
。
春
盡
綠
醅
老
、
雨
多
紅
萼
稀
。
今
朝
如
一
醉
、
猶
得
及
芳
菲
。」
と
あ

る
の
も
、
こ
の
華
陽
観
滞
在
中
の
元
和
元
年
春
の
作
で
あ
ろ
う
。

（
11
）	

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。「
毎
來
政
事
堂
中
宿
、
共
憶
華
陽
觀
裏
時
。
日
暮
獨
歸
愁
米
盡
、
泥
深
同
出
借
驢
騎
。
交
遊
今
日
唯
殘
我
、
富
貴

當
年
更
有
誰
。
彼
此
相
看
頭
雪
白
、
一
杯
可
合
重
推
辭
。」
白
居
易
と
牛
僧
孺
（
七
七
九
～
八
四
七
）
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
前
掲
の
朱
金
城

『
白
居
易
研
究
』
三
四
～
三
六
頁
を
参
照
。

（
12
）	

先
に
挙
げ
た
六
名
の
う
ち
、
牛
僧
孺
は
次
に
実
施
さ
れ
た
元
和
三
年
の
賢
良
方
正
能
直
言
極
諫
科
に
及
第
す
る
。
彼
は
貞
元
二
十
一
年
の

進
士
科
に
及
第
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
回
は
応
試
を
見
送
っ
た
か
。

（
13
）	

「
先
輩
」
は
科
挙
及
第
者
へ
の
敬
称
。
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
下
に
「
進
士
の
時
の
尚
ぶ
所
と
為
る
こ
と
久
し
矣
。（
中
略
）
其
の
都
会
せ

る
を
之
を
挙
場
と
謂
ひ
、
通
称
す
る
に
之
を
秀
才
と
謂
ひ
、
刺
を
投
ず
る
に
之
を
郷
貢
と
謂
ふ
。
得
第
す
れ
ば
之
を
前
進
士
と
謂
ひ
、
互
相

に
推
敬
し
て
之
を
先
輩
と
謂
ふ
。
倶
に
捷
て
ば
之
を
同
年
と
謂
ひ
、
有
司
を
之
を
座
主
と
謂
ふ
」
云
々
と
。
ま
た
『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
に

「
酬
趙
秀
才
贈
新
登
科
諸
先
輩

0

0

0

」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
（
花
〇
六
四
八
・
謝
〇
六
四
四
）。
こ
こ
で
は
趙
秀
才
か
ら
見
て
白
居
易
ら
が
「
先
輩
」

と
な
る
。

（
14
）	

先
に
挙
げ
た
「
華
陽
観
桃
花
時
招
李
六
拾
遺
飲
」
詩
や
「
春
中
与
盧
四
周
諒
華
陽
観
同
居
」
詩
な
ど
の
作
品
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
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の
批
判
的
研
究
』（
前
掲
注
5
）
な
ど
従
来
の
考
証
で
は
必
ず
し
も
元
和
元
年
春
に
特
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
一
年
前
の
貞
元
二
十
一
年
春
と
推

定
さ
れ
る
。
だ
が
本
稿
（
お
よ
び
後
掲
注
20
）
に
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
白
居
易
が
華
陽
観
を
訪
れ
た
時
期
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
り
、
と

り
わ
け
入
居
前
の
春
に
友
人
を
「
招
く
」
こ
と
や
「
同
居
」
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
、
お
よ
び
白
居
易
詩
に
回
想
さ
れ

る
華
陽
観
で
の
友
人
た
ち
と
の
交
遊
の
思
い
出
は
、
全
て
貞
元
二
十
一
年
夏
か
ら
翌
元
和
元
年
春
ま
で
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）	

清
の
徐
松
『
登
科
記
考
』
に
拠
れ
ば
、
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
の
制
挙
及
第
者
と
し
て
名
が
確
認
で
き
る
の
は
次
の
十
六
名
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
判
明
し
て
い
る
生
没
年
と
他
の
科
挙
及
第
経
歴
を
併
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

						








元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
…
…
…
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
明
経
科
、
貞
元
十
九
年
書
判
抜
萃
科
及
第
。

						








韋
惇
（
の
ち
改
名
し
て
韋
処
厚
、
七
七
三
～
八
二
八
）
…
…
元
和
元
年
進
士
及
第
（
？
）。

						








独
孤
郁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
十
四
年
進
士
及
第
。

						








白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
…
…
貞
元
十
六
進
士
、
貞
元
十
九
年
書
判
抜
萃
科
及
第
。

						








曹
景
伯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
十
九
年
進
士
及
第
。

						








韋
慶
復
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
未
詳
。

						








崔
琯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
十
八
年
進
士
及
第
。

						








羅
譲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
十
八
年
進
士
及
第
。

						








崔
護
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
十
二
年
進
士
及
第
。

						








薛
存
慶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
未
詳
。

						








韋
珩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貞
元
二
十
一
年
進
士
及
第
。

						








李
蟠
（
李
瑀
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
未
詳
。

						








元
修
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
未
詳
。

						








沈
伝
師
（
七
六
九
～
八
二
七
）
…
…
貞
元
二
十
一
年
進
士
及
第
。

						








蕭
俛
（
七
七
一
？
～
八
四
二
）
…
…
貞
元
七
年
進
士
及
第
。

						








柴
宿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
未
詳
。

		


う
ち
元
稹
白
居
易
を
含
む
十
一
名
に
つ
い
て
は
過
去
に
進
士
お
よ
び
吏
部
試
（
即
ち
元
稹
の
み
が
進
士
科
を
経
ず
明
経
科
と
書
判
抜
萃
科

及
第
）
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
未
詳
の
五
名
も
単
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
及
第
者
で
あ
る
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可
能
性
は
十
分
に
あ
る
）。
こ
の
こ
と
は
二
年
後
の
元
和
三
年
に
行
わ
れ
た
賢
良
方
正
能
直
言
極
諌
科
で
も
同
様
で
、
こ
ち
ら
で
は
十
一
名
の

及
第
者
の
う
ち
、
首
席
の
牛
僧
孺
を
筆
頭
に
七
名
が
過
去
に
進
士
科
ま
た
は
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
て
い
る
。

		


な
お
、
こ
の
元
和
元
年
及
第
者
の
う
ち
韋
惇
（
韋
処
厚
）
は
同
じ
年
の
進
士
及
第
者
と
し
て
も
名
が
見
え
る
。
彼
の
制
挙
及
第
は
『
文
苑

英
華
』
巻
四
八
七
に
そ
の
答
案
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
ほ
ぼ
確
実
だ
ろ
う
が
、
果
た
し
て
同
一
年
に
進
士
科
と
制
挙
と
を
受
験
で
き
た

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。
制
度
史
研
究
者
の
後
考
を
俟
つ
。

（
16
）	

唐
代
、
道
観
に
身
を
置
く
女
道
士
や
旧
宮
人
が
文
人
た
ち
と
詩
を
贈
答
し
合
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
先
行
研
究
と
し
て
詹
満
江
『
李
商

隠
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
本
稿
も
大
い
に
啓
発
を
受
け
た
。

（
17
）	

四
部
叢
刊
本
『
欧
陽
行
周
文
集
』
巻
九
所
収
、「
翫
月
詩
序
」。
序
文
冒
頭
の
原
文
は
次
の
通
り
。「
月
可
翫
。
翫
月
古
也
、
謝
賦
・
鮑
詩
・

朓
之
庭
前
・
亮
之
樓
中
、
皆
翫
也
。
貞
元
十
二
年
、
甌
閩
君
子
陳
可
封
在
秦
、
寓
于
永
崇
里
華
陽
觀
。
予
與
鄉
故
人
安
陽
邵
楚
萇
・
濟
南
林

蘊
・
潁
川
陳
詡
・
亦
旅
長
安
。
秋
八
月
十
五
夜
、
詣
陳
之
居
、
脩
厥
翫
事
。（
後
略
）」
陳
可
封
の
上
京
は
恐
ら
く
郷
貢
生
と
し
て
送
り
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
同
郷
の
先
輩
欧
陽
詹
ら
が
迎
え
た
の
で
あ
る
。
邵
楚
萇
ら
三
人
に
冠
す
る
「
安
陽
（
河
南
）」「
済
南
（
山
東
）」

「
潁
川
（
河
南
）」
の
地
名
は
恐
ら
く
は
祖
先
の
籍
貫
。

（
18
）	

白
居
易
た
ち
が
欧
陽
詹
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
彼
の
貞
元
十
七
年
の
情
死
事
件
と
元
稹
「
鶯
鶯
傳
」
と
の
関
係
か
ら
も
証
さ
れ
る
。

諸
田
龍
美
『
白
居
易
恋
情
文
学
論:

長
恨
歌
と
中
唐
の
美
意
識
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
特
に
そ
の
第
四
章
「「
欧
陽
詹
」
事
件
か
ら

見
た
「
鶯
鶯
伝
」
の
新
解
釈

―
中
唐
の
「
尤
物
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。

（
19
）	

『
顔
魯
公
文
集
』
巻
五
所
収
、
顔
真
卿
「
唐
故
容
州
都
督
兼
御
史
中
丞
本
管
経
略
使
元
君
表
墓
銘
序
」。
当
該
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
。

「（
大
曆
）
七
年
正
月
、
朝
京
師
。
上
深
禮
重
、
方
加
位
秩
。
不
幸
遇
疾
、
中
使
臨
問
者
相
望
。
夏
四
月
庚
午
薨
于
永
崇
坊
之
旅
館
、
春
秋
五

十
、
朝
野
震
悼
焉
。」

（
20
）	

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。「
憶
昔
初
年
三
十
二
、
當
時
秋
思
已
難
堪
。
若
爲
重
入
華
陽
院
、
病
鬢
愁
心
四
十
三
。」
な
お
妹
尾
達
彦
「
白
居

易
と
長
安
・
洛
陽
」（
勉
誠
出
版
『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
一
巻
所
収
、
一
九
九
三
年
）
で
は
こ
の
詩
を
根
拠
に
白
氏
の
華
陽
観
転
居
を
貞
元

十
九
年
と
す
る
が
、
本
稿
第
二
節
に
「
永
崇
里
観
居
」
詩
を
挙
げ
て
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
は
貞
元
二
十
一
年
夏
（
概
ね
六
月
上
旬
頃
）
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。『
白
氏
文
集
』
巻
五
を
紐
解
く
と
、
こ
の
「
永
崇
里
観
居
」
詩
の
直
前
に
「
首
夏
同
諸
校
正
遊
開
元
観
因
宿
玩
月
」
と
題
す

る
詩
が
あ
る
（
花
〇
一
七
八
・
謝
〇
一
七
六
）。
初
夏
四
月
十
五
夜
の
こ
の
会
合
は
、
元
稹
白
居
易
と
職
場
の
同
僚
た
ち
と
の
別
れ
の
宴
で
あ

ろ
う
。
場
所
は
開
元
観
。
朱
雀
門
街
西
第
一
街
の
道
徳
坊
に
あ
っ
た
。
即
ち
こ
の
時
は
ま
だ
華
陽
観
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
も
し
白
居
易
が
貞
元
十
九
年
に
す
で
に
華
陽
観
に
転
居
済
み
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
同
じ
年
に
居
を
定
め
た
常
楽
坊
の
居
宅
に

つ
い
て
の
説
明
が
難
し
く
な
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
五
所
収
「
常
楽
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
云
々
」
詩
（
花
〇
一
七
五
・
謝
〇
一
七
三
）
お
よ
び

同
巻
二
十
六
「
養
竹
記
」（
花
一
四
七
四
・
謝
二
八
七
一
）
参
照
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
白
居
易
の
華
陽
観
転
居
は
や
は
り
貞
元
二
十
一
年

夏
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
（
貞
元
十
九
年
は
華
陽
観
に
誰
か
を
訪
問
し
た
）。
因
み
に
、
彼
ら
白
居
易
と
元
稹
が
こ
の
華
陽
観
の
宿
坊

を
選
ん
だ
理
由
に
は
、
元
稹
の
生
家
が
永
崇
坊
西
隣
の
靖
安
坊
に
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）	

こ
の
段
落
の
考
察
は
都
築
晶
子
「
唐
代
中
期
の
道
観

―
空
間
・
経
済
・
戒
律

―
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
『
唐
代
の

宗
教
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
22
）	

『
道
蔵
』
第
七
六
〇
～
七
六
一
冊
所
収
。
当
該
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
。「
科
曰
、
凡
淨
人
坊
、
皆
別
院
安
置
。
門
戸
井
竈
一
事
已
上
、

並
不
得
連
接
師
房
。
其
有
作
客
、
亦
在
別
坊
安
置
。」

（
23
）	

当
該
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
。「
科
曰
、
凡
是
觀
中
須
造
浴
堂
。
乃
至
別
院
私
房
、
此
最
爲
急
。
毎
行
道
讀
經
、
登
壇
入
靜
、
奏
告
啓

願
、
謝
過
首
愆
、
外
犯
俗
塵
、
内
違
眞
戒
、
或
汚
垢
流
漓
、
灰
塵
染
汚
、
少
不
清
淨
、
則
犯
靈
司
、
既
觸
仙
官
、
便
乖
正
氣
、
皆
須
沐
浴
、

澡
鍊
身
心
、
使
香
氣
芬
芳
、
方
可
行
事
。
故
行
道
之
日
、
皆
當
香
湯
沐
浴
也
。
其
緣
浴
所
、
須
釜
鑊
、
井
竈
、
牀
席
、
香
粉
，
並
皆
具
備
。」

（
24
）	

銭
希
白
『
南
部
新
書
』
巻
丙
。
当
該
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
。「
新
進
士
放
榜
後
、
翌
日
排
光
範
門
候
過
宰
相
。
雖も

と

云
排
建
福
門
、
集
于

於
西
方
館
。
昔
有
詩
云
、
華
陽
觀
裏
鐘
聲
集
、
建
福
門
前
鼓
動
期
。
卽
其
日
也
。」
文
中
の
雖
字
は
唐
代
の
口
語
的
表
現
。「
本
来
、
か
つ
て
」

の
意
。
王
鍈
『
詩
詞
曲
語
辞
例
釈
（
増
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
二
二
四
頁
等
参
照
。

（
25
）	

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
六
（
唐
紀
五
十
二
）
に
記
録
さ
れ
る
詳
細
な
日
付
を
挙
げ
る
と
、
順
宗
退
位
の
制
勅
は
永
貞
元
年
八
月
四
日
（
庚

子
）
に
発
せ
ら
れ
た
。
同
月
六
日
ま
ず
王
伾
と
王
叔
文
が
貶
せ
ら
れ
、
九
日
に
皇
太
子
李
純
（
憲
宗
）
が
即
位
。
九
月
十
三
日
、
韓
泰
・
韓

曄
・
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
の
各
州
刺
史
へ
の
左
遷
（
の
ち
司
馬
に
降
格
。
陳
諫
・
凌
準
・
程
异
三
名
の
発
令
日
は
不
明
）、
そ
し
て
最
後
に
韋
執

誼
の
左
遷
が
発
令
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
事
実
に
基
づ
け
ば
、
本
稿
第
一
節
冒
頭
に
掲
げ
た
白
居
易
の
八
月
十
五
夜
の
玩
月
宴
は
皇
帝
交
代

直
後
の
た
だ
な
ら
ぬ
空
気
の
中
で
各
々
が
集
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
26
）	

『
白
氏
文
集
』
巻
二
、「
和
答
詩
十
首
」
の
序
文
（
花
〇
一
〇
〇
・
謝
二
八
八
八
）
に
拠
れ
ば
、
元
稹
が
左
遷
さ
れ
た
当
日
、
退
朝
し
そ
の

ま
ま
任
地
に
向
か
う
元
稹
に
白
居
易
が
「
街
衢
中
に
邂
逅
相
遇
」
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
永
寿
寺
の
南
（
＝
永
楽
坊
）
よ
り
新
昌
里
の
北

に
抵い

た

る
ま
で
、
馬
上
に
別
を
語つ

ぐ
る
を
得
」
た
と
い
う
。
永
寿
寺
が
あ
る
永
楽
坊
東
南
角
の
十
字
街
と
は
、
即
ち
目
下
話
題
と
な
っ
て
い
る
永

崇
坊
北
西
角
に
同
じ
。
こ
の
よ
う
に
永
崇
坊
北
側
の
大
路
は
、
中
央
政
界
の
情
勢
を
敏
感
に
察
知
で
き
る
ま
こ
と
に
好
都
合
な
場
所
で
あ
っ
た
。
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（
27
）	

本
稿
に
引
く
『
元
氏
長
慶
集
』
の
本
文
は
四
部
叢
刊
所
収
明
刊
本
を
底
本
と
し
適
宜
諸
本
を
参
照
す
る
。

（
28
）	

『
唐
大
詔
令
集
』
巻
四
十
一
お
よ
び
『
全
唐
文
』
巻
四
十
九
所
収
「
冊
華
陽
公
主
文
」
の
全
文
は
次
の
通
り
。「
維
大
曆
四
年
歲
次
己
酉
三

月
壬
申
朔
、
五
日
庚
子
。
皇
帝
若
曰
、
漢
家
舊
制
、
諸
女
皆
封
、
儀
服
比
於
藩
王
、
膏
腴
封
其
井
賦
。
咨
爾
第
□（

五
）女

、
承
徽
自
遠
、
誕
秀
増

華
。
仁
孝
才
明
、
夙
有
天
資
之
慶
。
言
容
法
度
、
成
於
壺
教
之
慈
。
敏
達
知
微
、
周
旋
中
節
、
肅
雍
是
憲
、
婉
靜
流
芳
。
雖
僅
在
齠
年
、
禮

未
主
於
同
姓
、
而
載
揚
淑
問
、
德
已
冠
於
成
人
。
宜
錫
典
章
、
用
疏
國
邑
。
是
用
册
曰
華
陽
公
主
、
欽
承
徽
命
、
可
不
愼
歟
。」

（
29
）	

『
唐
大
詔
令
集
』
巻
四
十
二
お
よ
び
『
全
唐
文
』
巻
四
十
六
所
収
「
追
封
華
陽
公
主
制
」
の
全
文
は
次
の
通
り
。「
周
漢
之
儀
、
湯
沐
之
制
、

車
服
次
於
王
后
、
容
衞
榮
於
戚
藩
。
其
有
淑
德
、
竟
夭
於
茂
年
、
成
禮
未
主
於
同
姓
、
則
加
其
懋
榮
、
擧
於
前
典
。
是
以
東
漢
追
平
原
之
封
、

西
晉
崇
宸
獻
之
命
。
故
第
五
公
主
、
天
縱
柔
和
、
性
成
聰
敏
、
爰
自
辨
識
秀
於
人
倫
、
仁
孝
切
於
衷
誠
、
怡
順
過
於
師
訓
。
先
意
承
旨
、
不

待
明
言
、
省
醴
適
饌
、
毎
加
豐
潔
、
送
迎
匪
憚
於
寒
暑
、
温
扇
無
待
於
傍
人
。
甘
去
繁
奢
、
樂
聞
禮
教
。
將
有
詞
請
、
必
候
温
顔
、
或
遇
憂

勞
、
輒
形
焦
色
。
周
旋
六
行
、
諷
詠
七
篇
。
霽
威
怒
以
拯
危
、
伺
歡
愉
而
進
善
、
常
求
惠
下
、
聚
請
求
賢
。
而
齠
齔
之
辰
、
淸
羸
多
疾
、
沈

綿
袵
席
、
彌
歷
紀
年
、
針
艾
嬰
身
、
藥
餌
在
口
、
異
其
殊
常
之
命
、
實
有
兼
愛
之
慈
。
與
之
名
都
、
假
以
榮
號
、
未
及
築
館
之
盛
、
乃
從
受

邑
之
期
。
優
典
未
彰
、
幼
齡
已
謝
。
追
懷
既
往
、
痛
悼
滋
深
。
方
展
禮
於
舊
章
、
稍
申
哀
於
備
物
、
叶
予
素
志
、
厚
爾
飾
終
。
可
追
封
華
陽

公
主
。」

（
30
）	

史
朝
義
が
敗
走
し
独
孤
妃
ら
が
幽
閉
を
解
か
れ
た
の
は
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
十
月
な
の
で
、
公
主
の
誕
生
は
宝
応
二
年
よ
り
早
ま
る
こ

と
は
無
い
。

（
31
）	

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
三
（
唐
紀
三
十
九
）、
ま
た
『
旧
唐
書
』
巻
十
一
お
よ
び
『
新
唐
書
』
巻
六
所
収
の
代
宗
紀
等
を
参
照
。

（
32
）	

こ
の
記
事
は
北
宋
の
賛
寧
撰
『
大
宋
高
僧
伝
』
巻
一
所
収
「
唐
京
兆
大
興
善
寺
不
空
伝
」
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
頼
富
本
宏
訳

「
大
唐
故
大
徳
贈
司
空
大
辯
正
広
智
不
空
三
蔵
行
状
」（
大
東
出
版
社
『
現
代
語
訳
一
切
経
』
2
所
収
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
33
）	

久
曾
神
昇
『
不
空
三
蔵
表
制
集
（
他
二
種
）』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）
所
収
の
平
安
写
本
影
印
版
を
参
照
。
他
に
活
字
版
に
『
大
正

大
蔵
経
』
史
伝
部
二
一
二
〇
、
陳
尚
君
『
全
唐
文
補
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
や
寬
旭
『
不
空
著
述
輯
要
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一

六
年
）
が
あ
る
。

（
34
）	

全
文
は
次
の
通
り
（
／
以
下
は
代
宗
の
批
答
、
次
も
同
じ
）。「
沙
門
不
空
言
。
内
謁
者
監
呉
休
悦
奉
宣
聖
旨
。
瓊
華
眞
人
眞
如
金
剛
一
切

經
一
藏
、
凡
五
千
五
十
卷
、
竝
是
栴
檀
香
軸
、
織
成
綵
帙
、
衆
香
合
成
經
藏
、
香
木
經
案
、
金
寶
香
鑪
、
雲
霞
相
輝
、
日
月
間
錯
、
光
明
芬

馥
、
充
溢
街
衢
、
竝
賜
不
空
當
院
安
置
、
令
其
轉
讀
奉
迎
禮
拜
。
喜
荷
交
并
、
未
知
何
功
、
上
答
玄
造
、
審
復
思
惟
、
諸
佛
聖
典
、
纔
受
持
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者
、
獲
福
無
邊
、
冀
此
勝
因
、
以
酬
萬
一
、
謹
卽
差
二
七
人
、
長
時
轉
讀
、
願
眞
人
眞
如
金
剛
、
福
德
堅
固
、
聖
皇
寶
祚
、
萬
劫
惟
新
。
不

勝
喜
躍
之
志
、
謹
附
中
使
呉
休
悦
、
奉
表
陳
謝
以
聞
。
沙
門
不
空
誠
歡
誠
悚
。
謹
言
。
大
暦
八
秊
十
月
十
八
日
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺

三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
上
表
。
／
寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
批
。
三
藏
梵
行
精
深
、
聖
眞
加
護
、
經
行
轉
讀
、
福
德
無
邊
。
敬
以
藏
經
、
置
於
香

刹
、
願
祈
嘉
禮
、
保
佑
瓊
華
、
使
瘵
疾
永
除
、
慶
善
滋
長
、
豈
云
殊
渥
、
煩
此
謝
恩
。」

		


ま
た
同
巻
三
、「
奉
慰
瓊
華
眞
人
薨
表
一
首
并
答
」
の
全
文
は
次
の
通
り
。「
沙
門
不
空
言
。
伏
承
瓊
華
眞
人
薨
逝
、
上
軫
聖
慈
、
傍
悲
行

路
、
不
空
拙
自
將
理
。
伏
枕
多
時
、
聖
恩
不
以
不
空
凡
僧
、
遣
養
眞
人
爲
女
、
痛
切
之
至
、
實
倍
常
情
。
眞
人
乖
攝
之
時
、
不
空
身
正
困
惙
、

不
獲
力
疾
、
就
内
加
持
。
昨
廿
七
日
、
扶
策
欲
請
對
、
行
至
于
城
東
南
角
、
已
承
眞
人
凶
諱
、
中
路
却
迴
、
追
感
平
生
、
無
由
取
訣
、
哀
情

莫
展
、
痛
迫
實
深
、
伏
望
聖
慈
。
許
不
空
來
月
二
日
、
扶
力
就
眞
人
喪
次
、
轉
念
獲
申
情
禮
、
實
爲
悲
幸
、
毎
虔
誠
發
願
、
上
白
諸
佛
、
庶

憑
法
力
、
保
護
亡
靈
。
伏
惟
聖
心
俯
垂
昭
鑒
、
不
空
稍
候
痊
減
、
卽
冀
扶
持
奉
慰
、
謹
奉
表
以
聞
。
沙
門
不
空
誠
悲
誠
慟
。
謹
言
。
大
暦
九

年
四
月
廿
九
日
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
上
表
。
／
寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
批
。
眞
人
平
生
、
朕
深
所
鍾
念
、
以
其

久
疾
、
依
怙
福
田
。
和
上
慈
悲
、
養
之
爲
女
、
膏
肓
莫
救
、
憫
悼
誠
深
。
和
上
乖
候
多
時
、
體
氣
虚
弱
、
且
宜
將
攝
。
不
可
勞
到
喪
次
、
佇

聞
痊
復
也
。」

（
35
）	

『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
九
、「
三
教
論
衡
并
序
」（
花
二
九
二
〇
・
謝
三
六
〇
四
）。

（
36
）	

経
訓
堂
叢
書
所
収
『
長
安
志
』
巻
八
「
永
崇
坊
」
の
条
に
曰
く
、「
東
南
隅
、
七
太
子
廟
（
…
…
隱
太
子
、
懿
德
太
子
廟
。
…
…
天
寶
六
載

詔
、
章
懷
、
節
愍
、
惠
莊
、
惠
宣
、
惠
文
太
子
…
…
爲
立
廟
）。
廟
西
、
靈
應
觀
（
隋
道
士
宋
道
標
所
立
）。
街
西
之
南
、
刑
部
尚
書
韋
抗
宅
、

祕
書
監
楊
銛
宅
、
宗
道
觀
（
本
興
信
公
主
宅
。
…
…
大
曆
十
二
年
爲
華
陽
公
主
追
福
立
爲
觀
）、
司
徒
兼
中
書
令
李
晟
宅
、
東
都
留
守
杜
亞

宅
、
吏
部
尚
書
充
諸
道
盬
鐵
轉
運
等
使
李
巽
宅
、
司
徒
兼
中
書
令
韓
宏
宅
、
放
生
池
。」（ 

）
内
は
小
字
注
の
要
点
の
み
を
筆
者
が
節
略
。
ま

た
徐
松
『
唐
両
京
城
坊
考
』
等
も
参
照
。

（
37
）	

恐
ら
く
陳
鴻
も
、
華
陽
観
滞
在
時
代
の
白
居
易
元
稹
と
交
流
し
て
い
た
仲
間
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
陳
鴻
は
貞
元
二
十
一
年
の
進
士
で
あ
る

が
、
そ
の
同
年
及
第
者
の
う
ち
韋
珩
と
沈
伝
師
が
こ
の
た
び
の
元
和
元
年
の
才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
に
及
第
し
て
い
る
（
前
掲
注
15
参
照
）。

そ
し
て
こ
の
年
の
十
二
月
、
盩
厔
県
の
仙
遊
寺
に
白
居
易
と
と
も
に
訪
れ
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
対
し
て
、
そ
の
詳
細
な
解
説
「
長
恨

歌
伝
」
を
書
き
得
た
の
も
、
陳
鴻
が
か
ね
て
よ
り
楊
貴
妃
の
故
事

0

0

を
知
悉
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
筆
者
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
取
材

源
は
や
は
り
こ
の
華
陽
観
の
「
頭
白
の
宮
人
（
＝
旧
内
人
）」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
38
）	

一
説
に
王
建
作
。
明
汲
古
閣
覆
宋
本
唐
六
名
家
集
『
王
建
詩
集
』
巻
七
に
も
「
故
行
宮
」
と
題
し
て
収
録
。
ま
た
『
文
苑
英
華
』
巻
三
一
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一
に
「
古
行
宮
」
と
題
し
て
王
建
「
温
泉
宮
」
詩
に
続
け
て
収
録
（
た
だ
し
題
下
に
作
者
名
を
欠
く
）。

（
39
）	

松
浦
友
久
『
校
注
唐
詩
鑑
賞
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
）
一
五
六
～
一
五
八
頁
を
参
照
。
ま
た
近
年
中
国
で
相
継
い
で
元
稹
詩

の
校
定
本
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
刮
目
す
べ
き
新
た
な
考
証
は
見
え
な
い
。

（
40
）	
本
稿
第
二
節
の
末
尾
に
引
用
し
た
元
稹
の
制
挙
答
案
に
も
開
元
の
治
を
知
る
「
戴
白
之
老
」
が
登
場
す
る
の
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
も
と

よ
り
こ
の
場
合
は
男
性
で
あ
ろ
う
が
。

（
41
）	

静
永
「
悪
女
と
し
て
の
楊
貴
妃
像
」（
拙
著
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
42
）	

陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
に
も
「
既
に
笄

こ
う
が
いせ

り
矣
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
登
場
シ
ー
ン
の
彼
女
は
い
ま
だ
数
え
十
五
歳
（
満
年
齢
で
は
十
四
歳
）

を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
実
在
の
楊
貴
妃
（
七
一
九
～
七
五
六
）
は
、
そ
の
天
宝
四
載
（
七
四
五
）
の
入
内
時
の

年
齢
を
計
算
す
る
と
満
二
十
六
歳
と
な
る
。

（
43
）	

本
稿
は
二
〇
一
七
年
十
月
七
日
～
八
日
、
山
形
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
第
六
十
九
回
大
会
で
そ
の
梗
概
を
報
告
し
た
。
ま
た

続
い
て
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
八
日
～
十
九
日
、
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
届
古
典
学
国
際
学
術
研
討
会
で
も
報
告
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
日
中
双
方
の
幅
広
い
研
究
者
か
ら
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
な
お
北
京
大
学
で
の
報
告
に
際
し
て
は

広
島
大
学
の
陳
翀
准
教
授
に
よ
る
華
訳
原
稿
を
提
出
し
た
。
こ
こ
に
併
録
す
る
。

		


「
華
陽
公
主
的
流
風
遺
韻

―
兼
談
以
白
居
易
爲
代
表
的
永
貞
期
青
年
才
子
群
像

―
」�

靜
永
健
原
著
／
陳
翀
譯

唐
貞
元
二
十
一
年
，
也
就
是
八
月
改
元
爲
永
貞
元
年
的
公
元
八
〇
五
年
，
爲
了
參
加
將
於
明
年
（
元
和
元
年
）
特
別
舉
行
的
「
制

試
」，
白
居
易
與
元
稹
一
起
辭
去
了
校
書
郎
一
職
，
借
住
在
長
安
城
内
永
崇
坊
一
所
名
爲
華
陽
觀
的
宿
坊
里
，
開
始
了
兩
人
的
共
同
應
試

生
活
。
這
座
道
觀
，
本
是
大
唐
第
十
一
代
皇
帝
代
宗
李
豫
（
七
二
六
～
七
七
九
，
在
位
七
六
二
～
七
七
九
）
爲
其
年
少
辭
世
的
第
五
位

女
兒
、
也
就
是
華
陽
公
主
所
奉
建
的
一
所
著
名
的
道
觀
寺
廟
。

在
這
段
時
間
里
，
元
稹
與
白
居
易
似
乎
是
過
著
一
種
廢
寢
忘
食
、
埋
頭
苦
讀
的
清
淡
生
活
。
白
居
易
在
其
所
作
《
策
林
七
十
五
道
》
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（《
那
波
本
白
氏
文
集
》
卷
四
十
五
～
四
十
八
）
序
中
，
對
這
段
生
活
作
了
如
下
之
描
述
：「
元
和
初
，
予
罷
校
書
郎
，
與
元
微
之
將
應
制

擧
，
退
居
於
上
都
華
陽
觀
。
閉
戸
累
月
，
揣
摩
當
代
之
事
，
構
成
策
目
七
十
五
門
。
及
微
之
首
登
科
，
予
次
焉
。
凡
所
應
對
者
，
百
不

用
其
一
二
，
其
餘
自
以
精
力
所
致
，
不
能
棄
捐
，
次
而
集
之
，
分
爲
四
卷
。
命
曰
《
策
林
》
云
耳
。」
另
外
，《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
開

卷
之
作
的
《
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
之
》
詩
，
也
對
這
段
光
陰
做
了
一
個
回
顧
，
其
詩
云
：「
兩
衙
多
請
假
，
三
考
欲
成
資
。
運
偶
千
年

聖
，
天
成
萬
物
宜
。
皆
當
少
壯
日
，
同
惜
盛
明
時
。
光
景
嗟
虚
擲
，
雲
霄
竊
闇
窺
。
攻
文
朝
矻
矻
，
講
學
夜
孜
孜
。
策
目
穿
如
札
（
時

與
微
之
結
集
策
略
之
目
，
其
數
至
百
十
）。
毫
鋒
鋭
若
錐
（
時
與
微
之
各
有
纖
鋒
細
管
筆
，
攜
以
就
試
，
相
顧
輒
笑
，
目
爲
毫
錐
）。
繁

張
獲
鳥
網
，
堅
守
釣
魚
坻
（
謂
自
冬
至
夏
，
頻
改
試
期
，
竟
與
微
之
堅
待
制
試
也
）。
並
受
夔
龍
薦
，
齊
陳
晁
董
詞
。
萬
言
經
濟
略
，
三

道
太
平
基
。
中
第
爭
無
敵
，
專
場
戰
不
疲
。
輔
車
排
勝
陣
，
掎
角
搴
降
旗
（
並
謂
同
鋪
席
，
共
筆
硯
）。
雙
闕
紛
容
衞
，
千
僚
儼
等
衰

（
謂
制
舉
人
欲
唱
第
之
時
也
）。
恩
隨
紫
泥
降
，
名
向
白
麻
披
。
既
在
高
科
選
，
還
從
好
爵
縻
。
東
垣
君
諫
諍
，
西
邑
我
驅
馳
（
元
和
元

年
同
登
制
科
，
微
之
拜
拾
遺
，
予
授
盩
厔
尉
）。」
或
正
是
通
過
如
此
刻
苦
的
學
習
，
元
白
二
人
才
順
利
地
在
之
後
的
考
試
中
榮
登
榜
首
。

然
而
對
於
白
居
易
來
説
，
這
段
華
陽
觀
的
應
試
生
活
，
留
下
的
真
的
就
只
是
那
一
段
懸
樑
刺
股
的
苦
澀
記
憶
嗎
？

一
、
燕
集
於
華
陽
觀
的
青
年
才
俊

永
貞
元
年
八
月
十
五
日
的
中
秋
節
，
白
居
易
在
華
陽
觀
與
友
人
召
開
了
一
場
賞
月
之
宴
。
對
於
這
個
宴
會
，
白
居
易
在
《
華
陽
觀

中
八
月
十
五
日
夜
招
友
翫
月
》
詩
（《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
）
中
寫
道
：「
人
道
秋
中
明
月
好
，
欲
邀
同
賞
意
如
何
。
華
陽
洞
裏
秋
壇
上
，

今
夜
清
光
此
處
多
」。
末
句
「
清
光
」
一
詞
，
既
是
清
朗
月
光
之
雅
稱
，
也
可
視
爲
一
個
對
燕
集
於
此
處
賞
月
之
名
士
風
采
的
比
喻
。

那
麼
，
出
席
這
場
賞
月
夜
宴
的
又
有
哪
些
風
流
才
俊
呢
？
對
於
此
，
詩
中
雖
然
沒
有
予
以
明
確
的
註
釋
，
但
根
據
《
白
氏
文
集
》

所
留
下
的
華
陽
觀
時
代
詩
文
，
我
們
還
是
可
以
對
白
居
易
的
交
友
情
況
做
一
些
調
查
，
推
測
出
以
下
之
六
名
文
人
極
有
可
能
就
參
加
了
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這
場
夜
宴
：（
1
）
李
諒
，
字
復
言
。
考
《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
《
華
陽
觀
桃
花
時
招
李
六
拾
遺
飮
》
詩
云
：「
華
陽
觀
里
仙
桃
發
，
把

酒
看
花
心
自
知
。
爭
忍
開
時
不
同
醉
，
明
朝
後
日
卽
空
枝
」。（
2
）
崔
二
十
六
，
名
未
詳
。
考
《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
《
自
城
東
至
以

詩
代
書
戲
招
李
六
拾
遺
崔
二
十
六
先
輩
》
詩
云
：「
青
門
走
馬
趁
心
期
，
惆
悵
歸
來
已
校
遲
。
應
過
唐
昌
玉
蕊
後
，
猶
當
崇
敬
牡
丹
時
。

暫
遊
還
憶
崔
先
輩
，
欲
醉
先
邀
李
拾
遺
。
尚
殘
半
月
芸
香
俸
，
不
作
歸
糧
作
酒
貲
」。（
3
）
盧
周
諒
。
考
《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
《
春

中
與
盧
四
周
諒
華
陽
觀
同
居
》
詩
云
：「
性
情
懶
慢
好
相
親
，
門
巷
蕭
條
稱
作
鄰
。
背
燭
共
憐
深
夜
月
，
蹋
花
同
惜
少
年
春
。
杏
壇
住
僻

雖
宜
病
，
芸
閣
官
微
不
救
貧
。
文
行
如
君
尚
憔
悴
，
不
知
霄
漢
待
何
人
」。
詩
中
的
「
杏
壇
」，
卽
是
道
觀
之
雅
稱
。（
4
）
李
紳
，
字
公

垂
（
七
七
二
～
八
四
六
）。
考
《
白
氏
文
集
》
卷
十
五
《
渭
村
酬
李
二
十
見
寄
》
詩
云
：「
百
里
音
書
何
太
遲
，
暮
秋
把
得
暮
春
詩
。
柳

條
綠
日
君
相
憶
，
梨
葉
紅
時
我
始
知
。
莫
歎
學
官
貧
冷
落
，
猶
勝
村
客
病
支
離
。
形
容
意
緒
遙
看
取
，
不
似
華
陽
觀
裏
時
」，
追
憶
了
與

李
紳
於
華
陽
觀
初
識
的
情
景
。（
5
）
韋
八
，
名
未
詳
。
考
《
白
氏
文
集
》
卷
十
七
《
贈
韋
八
》
詩
云
：「
辭
君
歲
久
見
君
初
，
白
髮
驚

嗟
兩
有
餘
。
容
鬢
別
來
今
至
此
，
心
情
料
取
合
何
如
。
曾
同
曲
水
花
亭
醉
，
亦
共
華
陽
竹
院
居
。
豈
料
天
南
相
見
夜
，
哀
猿
瘴
霧
宿
匡

廬
」。
此
詩
提
到
了
兩
人
在
華
陽
觀
交
友
經
歷
。
另
外
，《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
《
答
韋
八
》
亦
是
一
首
寫
於
華
陽
觀
時
期
之
元
和
元
年

春
天
的
詩
歌
，
其
詩
云
：「
麗
句
勞
相
贈
，
佳
期
恨
有
違
。
早
知
留
酒
待
，
悔
不
趁
花
歸
。
春
盡
綠
醅
老
，
雨
多
紅
萼
稀
。
今
朝
如
一

醉
，
猶
得
及
芳
菲
」。（
6
）
牛
僧
孺
，
字
思
黯
（
七
七
九
～
八
四
七
）。
對
於
與
牛
僧
孺
之
華
陽
觀
交
遊
的
言
及
比
較
有
意
思
，
一
直
到

晚
年
之
會
昌
二
年
（
八
四
二
），
白
居
易
才
在
《
酬
寄
牛
相
公
同
宿
話
舊
勸
酒
見
贈
》（《
白
氏
文
集
》
卷
七
十
一
）
中
披
露
了
兩
人
於
華

陽
觀
時
期
的
友
誼
，
其
詩
云
：「
毎
來
政
事
堂
中
宿
，
共
憶
華
陽
觀
裏
時
。
日
暮
獨
歸
愁
米
盡
，
泥
深
同
出
借
驢
騎
。
交
遊
今
日
唯
殘

我
，
富
貴
當
年
更
有
誰
。
彼
此
相
看
頭
雪
白
，
一
杯
可
合
重
推
辭
」。
從
詩
意
來
看
，
或
是
出
於
政
治
上
的
某
種
考
慮
，
白
居
易
才
對
兩

人
之
間
的
這
段
青
春
時
期
的
交
流
，
一
直
秘
而
不
宣
。

上
述
人
物
之
中
，
既
有
與
元
白
一
樣
準
備
參
加
制
考
的
年
輕
士
人
，
也
有
諸
如
李
紳
一
樣
爲
了
應
附
卽
將
於
同
年
（
元
和
元
年
）

所
舉
行
的
進
士
科
考
試
的
舉
人
。
另
外
還
有
諸
如
李
諒
一
般
已
經
被
授
予
了
拾
遺
官
職
的
沒
有
必
要
參
加
考
試
的
皇
帝
近
臣
，
這
些
人
，
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當
是
能
爲
白
居
易
等
考
生
提
供
一
些
制
試
對
策
的
朝
廷
俊
彥
。

另
外
，
根
據
徐
松
撰
《
登
科
記
考
》
及
孟
二
冬
撰
《
登
科
記
考
補
正
》（
北
京
燕
山
出
版
社
，
二
〇
〇
三
年
）
所
提
供
的
元
和
元
年

及
元
和
三
年
制
試
及
第
者
資
料
來
看
，
除
了
爲
數
極
少
的
幾
名
經
歷
不
詳
者
，
這
兩
次
考
試
的
及
第
者
，
大
都
已
是
之
前
進
士
科
或
吏

部
考
試
的
合
格
者
。
如
元
和
元
年
「
才
識
兼
茂
明
於
體
用
科
」
的
及
第
者
名
單
中
有
貞
元
七
年
（
七
九
一
）
進
士
及
第
的
蕭
俛
（
七
七

一
？
～
八
四
二
）、
貞
元
十
二
年
（
七
九
六
）
進
士
及
第
的
崔
護
、
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
進
士
及
第
的
独
孤
郁
、
貞
元
十
八
年
（
八

〇
二
）
進
士
及
第
的
崔
琯
與
羅
讓
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
進
士
及
第
的
曹
景
伯
、
同
年
「
書
判
抜
萃
科
」
及
第
的
白
居
易
與
元
稹
、

貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
進
士
及
第
的
韋
珩
與
沈
傳
師
（
七
六
九
～
八
二
七
）。
元
和
三
年
「
賢
良
方
正
能
直
言
極
諫
科
」
及
第
名
者

單
中
有
貞
元
十
八
年
（
八
〇
二
）
進
士
及
第
的
徐
晦
（
七
六
〇
～
八
三
八
）、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）
進
士
及
第
的
賈
餗
（
？
～
八
三

五
）、
同
年
「
博
學
宏
詞
科
」
及
第
的
王
起
（
七
六
〇
～
八
四
七
）、
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
進
士
及
第
的
牛
僧
孺
與
李
宗
閔
（
？

～
八
四
六
）、
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
進
士
及
第
的
皇
甫
湜
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
進
士
及
第
的
李
正
封
等
。
另
外
，
在
與
以
上
這
些

人
同
期
科
舉
及
第
的
同
仁
之
中
，
之
後
有
不
少
人
成
爲
了
白
居
易
的
終
身
密
友
，
如
李
建
（
字
杓
直
，
？
～
八
二
二
，
貞
元
十
四
年
進

士
及
第
）、
崔
玄
亮
（
字
晦
叔
，
？
～
八
三
三
，
貞
元
十
四
年
，
書
判
抜
萃
科
及
第
）、
李
復
禮
（
字
拒
非
，
貞
元
十
四
年
，
書
判
抜
萃

科
及
第
）、
楊
嗣
復
（
字
継
之
，
七
八
三
～
八
四
八
，
貞
元
二
十
一
年
，
博
學
宏
詞
科
及
第
）、
陳
鴻
（
貞
元
二
十
一
年
進
士
及
第
）、
樊

宗
師
（
字
紹
述
，
？
～
八
二
三
？
，
元
和
三
年
，
軍
謀
弘
達
材
任
将
帥
科
及
第
）
等
。
而
這
些
人
，
無
疑
極
有
可
能
也
曾
出
入
過
元
白

所
居
住
的
華
陽
觀
。

那
麼
，
這
些
青
年
才
俊
所
燕
集
的
華
陽
觀
，
又
是
一
所
擁
有
什
麼
樣
的
地
理
環
境
與
歷
史
建
築
的
設
施
呢
？
接
下
來
就
讓
我
們
來

對
這
一
問
題
做
一
些
考
察
。

二
、
位
於
華
陽
觀
的
某
一
場
所
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《
白
氏
文
集
》
卷
五
所
收
《
永
崇
里
觀
居
》
詩
，
是
一
首
作
於
貞
元
二
十
一
年
六
月
白
居
易
等
人
移
居
華
陽
觀
不
久
之
後
的
作
品
，

其
詩
云
：「
季
夏
中
氣
候
，
煩
暑
自
此
收
。
蕭
颯
風
雨
天
，
蟬
聲
暮
啾
啾
。
永
崇
里
巷
靜
，
華
陽
觀
院
幽
。
軒
車
不
到
處
，
滿
地
槐
花

秋
。
年
光
忽
冉
冉
，
世
事
本
悠
悠
。
何
必
待
衰
老
，
然
後
悟
浮
休
。
眞
隱
豈
長
遠
，
至
道
在
冥
搜
。
身
雖
世
界
住
，
心
與
虛
無
遊
。
朝

飢
有
蔬
食
，
夜
寒
有
布
裘
。
幸
免
凍
與
餒
，
此
外
復
何
求
。
寡
欲
雖
少
病
，
樂
天
心
不
憂
。
何
以
明
吾
志
，
周
易
在
床
頭
」，
詩
中
提
到

了
華
陽
觀
之
幽
深
静
寂
的
環
境
，
襯
托
出
了
白
居
易
之
平
穩
樂
觀
的
心
情
。

然
而
，
現
實
中
的
永
崇
坊
其
實
位
於
長
安
東
城
區
域
之
中
央
，
乃
是
一
所
人
來
人
往
、
交
通
極
爲
方
便
的
里
坊
。
如
比
白
居
易
稍

早
一
輩
的
歐
陽
詹
（
貞
元
八
年
［
七
九
二
］
進
士
及
第
）
就
曾
與
白
居
易
一
樣
在
華
陽
觀
召
開
過
翫
月
之
宴
，《
歐
陽
行
周
文
集
》
所
收

其
文
序
云
：「
月
可
翫
。
翫
月
古
也
，
謝
賦
、
鮑
詩
、
朓
之
庭
前
、
亮
之
樓
中
，
皆
翫
也
。
貞
元
十
二
年
（
七
九
六
），
甌
閩
君
子
陳
可

封
在
秦
，
寓
于
永
崇
里
華
陽
觀
。
予
與
鄉
故
人
安
陽
邵
楚
萇
、
濟
南
林
蘊
、
潁
川
陳
詡
，
亦
旅
長
安
。
秋
八
月
十
五
夜
，
詣
陳
之
居
，

脩
厥
翫
事
」。
又
，
史
載
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
盛
唐
詩
人
元
結
（
七
二
三
～
七
七
二
）
客
死
的
「
永
崇
坊
之
旅
館
」，
當
也
可
推
測
爲

隸
屬
華
陽
觀
宿
坊
中
的
一
所
。
顏
真
卿
《
顏
魯
公
文
集
》
卷
五
所
收
《
唐
故
容
州
都
督
兼
御
史
中
丞
本
管
經
略
使
元
君
表
墓
銘
序
》
云

「（
大
曆
）
七
年
正
月
，
朝
京
師
。
上
深
禮
重
，
方
加
位
秩
，
不
幸
遇
疾
。
中
使
臨
問
者
相
望
。
夏
四
月
庚
午
薨
于
永
崇
坊
之
旅
館
，
春

秋
五
十
，
朝
野
震
悼
焉
」。
由
這
些
記
載
可
知
，
早
在
貞
元
以
前
華
陽
觀
就
已
經
對
外
開
放
，
成
爲
了
一
處
地
方
官
僚
士
人
來
京
時
借
居

宴
集
的
重
要
設
施
。
而
白
居
易
亦
在
《
重
到
華
陽
觀
舊
居
》（《
白
氏
文
集
》
卷
十
五
）
一
詩
中
，
對
永
貞
元
年
兩
年
之
前
初
次
被
邀
請

到
華
陽
觀
宿
坊
參
加
宴
會
時
的
情
景
有
過
回
憶
，
其
詩
云
：「
憶
昔
初
年
三
十
二
，
當
時
秋
思
已
難
堪
。
若
爲
重
入
華
陽
院
，
病
鬢
愁
心

四
十
三
。」

其
實
，
道
觀
具
備
旅
館
及
宴
會
場
之
機
能
，
與
其
時
的
宗
教
理
念
並
不
衝
突
。
如
被
認
爲
大
致
成
書
於
六
朝
末
（
最
遲
也
不
會
晚

於
唐
代
初
期
）
的
金
明
七
眞
撰
《
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
》
卷
一
（《
道
藏
》
第
七
六
〇
～
七
六
一
册
）
對
此
卽
有
規
定
，
其
文

云
：「
科
曰
，
凡
淨
人
坊
，
皆
別
院
安
置
。
門
戸
井
竈
一
事
已
上
，
並
不
得
連
接
師
房
。
其
有
作
客
，
亦
在
別
坊
安
置
」。
要
之
，
爲
了
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給
來
自
於
全
國
各
地
的
修
行
者
提
供
住
宿
，
道
觀
一
般
會
在
本
坊
之
外
別
設
宿
坊
（
淨
人
坊
），
並
需
提
供
「
門
戸
井
戸
竈
」
等
全
套
生

活
設
施
。
此
外
，
同
卷
別
條
還
特
別
提
到
爲
了
保
持
修
行
者
的
身
心
清
淨
，
宿
坊
之
中
必
須
設
有
「
浴
堂
」，
其
文
云
：「
科
曰
：
凡
是

觀
中
須
造
浴
堂
。
乃
至
別
院
私
房
，
此
最
爲
急
。
毎
行
道
讀
經
，
登
壇
入
靜
，
奏
告
啓
願
，
謝
過
首
愆
，
外
犯
俗
塵
，
内
違
眞
戒
，
或

汚
垢
流
漓
，
灰
塵
染
汚
，
少
不
清
淨
，
則
犯
靈
司
，
既
觸
仙
官
，
便
乖
正
氣
，
皆
須
沐
浴
，
澡
鍊
身
心
，
使
香
氣
芬
芳
，
方
可
行
事
。

故
行
道
之
日
，
皆
當
香
湯
沐
浴
也
。
其
緣
浴
所
，
須
釜
鑊
、
井
竈
、
牀
席
、
香
粉
，
並
皆
具
備
」。
由
此
可
以
看
出
，
這
些
宿
坊
，
不
僅

僅
對
於
那
些
來
京
辦
事
之
地
方
官
吏
旅
人
是
一
個
理
想
的
暫
住
之
地
，
對
於
那
些
懶
散
怠
慢
的
科
舉
考
生
來
説
，
更
可
謂
是
一
個
再
舒

適
不
過
的
方
便
之
所
了
。

前
文
也
提
到
過
，
華
陽
觀
所
在
的
永
崇
坊
，
大
致
位
於
大
唐
長
安
都
城
中
間
之
東
城
區
内
中
央
，
正
北
面
對
大
明
宮
，
隔
兩
坊
之

南
邊
卽
是
大
雁
塔
聳
立
的
晉
昌
坊
。
因
此
，
卽
使
是
對
那
些
進
京
趕
考
不
熟
悉
地
理
環
境
的
地
方
考
生
來
説
，
此
處
也
是
一
個
易
找
宜

居
之
地
。
對
於
此
，
編
撰
於
北
宋
時
期
的
唐
代
軼
事
集
《
南
部
新
書
》
丙
卷
云
：「
新
進
士
放
榜
後
，
翌
日
排
光
範
門
候
過
宰
相
。
雖
云

排
建
福
門
，
集
于
於
西
方
館
。
昔
有
詩
云: 
華
陽
觀
裏
鐘
聲
集
，
建
福
門
前
鼓
動
期
。
卽
其
日
也
」。
這
是
一
則
有
關
新
科
進
士
放
榜
翌

日
謁
見
宰
相
之
儀
式
的
記
載
，
由
之
可
知
，
華
陽
觀
的
鐘
声
，
已
經
成
爲
了
帝
都
長
安
的
一
個
重
要
象
徵
。
要
之
，
可
以
説
一
直
到
晚

唐
，
華
陽
觀
都
是
一
個
諸
如
元
白
一
類
在
京
待
考
士
人
的
雲
集
之
地
。

另
外
，
永
崇
坊
北
側
大
路
東
進
則
直
通
長
安
都
城
東
門
延
興
門
，
出
延
興
門
再
越
過
藍
關
則
是
通
往
南
方
諸
地
的
驛
路
主
道
。
衆

所
周
知
，
這
也
是
一
條
聞
名
的
左
遷
之
路
。
恰
此
時
期
，
永
貞
元
年
八
月
順
宗
退
位
，
政
壇
風
雲
突
變
，
永
貞
革
新
方
興
未
艾
卽
告
失

敗
，
唐
史
上
著
名
的
「
二
王
八
司
馬
（
王
伾
、
王
叔
文
、
韋
執
誼
、
韓
泰
、
韓
曄
、
柳
宗
元
、
劉
禹
錫
、
陳
諫
、
凌
準
、
程
異
）」
一
個

接
著
一
個
被
削
官
流
放
，
而
白
居
易
等
人
正
是
在
華
陽
觀
目
睹
了
這
場
殘
酷
的
政
治
鬥
爭
。《
白
氏
文
集
》
卷
一
所
收
《
寄
隱
者
》
詩
，

就
是
一
首
描
寫
永
貞
元
年
十
一
月
七
日
韋
執
誼
左
遷
出
都
之
一
幕
的
詩
歌
，
其
詩
云
：「
賣
藥
向
都
城
，
行
憩
青
門
樹
。
道
逢
馳
驛
者
，

色
有
非
常
懼
。
親
族
走
相
送
，
欲
別
不
敢
住
。
私
怪
問
道
旁
，
何
人
復
何
故
。
云
是
右
丞
相
，
當
國
握
樞
務
。
祿
厚
食
萬
錢
，
恩
深
日
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三
顧
。
昨
日
延
英
對
，
今
日
崖
州
去
。
由
來
君
臣
間
，
寵
辱
在
朝
暮
。
青
青
東
郊
草
，
中
有
歸
山
路
。
歸
去
臥
雲
人
，
謀
身
計
非
誤
。」

然
而
另
一
方
面
，
元
白
所
準
備
參
加
的
「
才
識
兼
茂
明
於
體
用
科
」，
恰
恰
就
是
一
個
選
拔
能
卽
時
參
與
中
央
政
事
策
劃
之
精
英
官

僚
的
考
試
。
因
此
，
很
難
想
像
元
白
只
是
在
道
觀
之
中
只
是
兩
耳
不
聞
窗
外
事
，
一
心
只
讀
聖
賢
書
。
相
反
，
爲
了
應
付
卽
將
到
來
的

考
試
策
問
，
元
白
應
該
是
和
其
他
考
生
或
活
躍
於
朝
廷
的
友
人
們
頻
繁
交
流
信
息
，
鑽
研
推
演
時
政
潮
流
，
擬
文
作
策
。
更
爲
湊
巧
的

是
，
卽
將
舉
行
考
試
的
元
和
元
年
（
八
〇
六
），
又
正
好
是
安
史
之
亂
長
安
淪
陷
、
玄
宗
蒙
塵
奔
蜀
的
五
十
週
年
，
如
何
重
振
開
元
雄

風
，
又
自
然
而
然
地
成
爲
了
元
白
所
需
要
共
同
思
考
的
一
個
重
要
問
題
。
這
在
之
後
兩
人
的
應
試
答
卷
之
中
也
可
得
到
證
明
，《
白
氏
文

集
》
卷
三
十
所
收
白
居
易
《
才
識
兼
茂
明
於
體
用
科
策
（
元
和
四
年
四
月
登
科
第
四
等
）》
寫
道
：「
洎
天
寶
以
降
，
政
教
寖
微
，
寇
戎

荐
興
，
兵
亦
繼
起
，
兵
以
遏
寇
，
寇
生
於
兵
。
兵
寇
相
仍
，
迨
五
十
載
。
財
征
由
是
而
重
，
人
力
由
是
而
罷
。
下
無
安
心
，
雖
日
督
農

桑
之
課
，
而
生
業
不
固
。
上
無
定
費
，
雖
日
峻
管
榷
之
法
，
而
歲
計
不
充
。
日
削
月
脧
，
以
至
於
耗
竭
其
半
矣
。
此
臣
所
謂
疲
病
之
因

緣
者
，
豈
不
然
乎
」。《
元
氏
長
慶
集
》
卷
二
十
八
所
收
《
才
識
兼
茂
明
於
體
用
科
策
（
校
書
郎
時
應
制
考
入
三
次
等
充
勅
頭
授
左
拾
遺
）》

則
指
出
：「
臣
以
爲
國
家
兵
興
以
來
，
天
下
之
人
，
慘
怛
悲
愁
，
五
十
年
矣
。
自
陛
下
卽
位
之
後
，
戴
白
之
老
，
莫
不
泣
血
而
話
開
元
之

政
。
臣
恐
此
輩
不
及
見
陛
下
功
成
理
定
之
化
，
而
先
飮
恨
於
窮
泉
。
此
臣
之
所
以
汲
汲
於
心
者
。
陛
下
能
不
憐
察
其
意
乎
。
謹
對
」。

其
實
，
華
陽
觀
對
於
元
白
來
説
，
還
不
僅
僅
只
是
一
個
應
試
求
學
之
所
，
其
本
身
的
歷
史
，
亦
對
兩
人
產
生
了
極
爲
深
遠
的
影
響
。

接
下
來
就
讓
我
們
再
來
回
溯
一
下
華
陽
觀
的
歷
史
淵
源
吧
！

三
、
華
陽
公
主
的
生
涯

代
宗
皇
帝
李
豫
第
五
女
華
陽
公
主
之
生
平
介
紹
，
見
錄
於
《
舊
唐
書
》
后
妃
傳
代
宗
妃
第
三
位
貞
懿
皇
后
獨
孤
氏
傳
及
《
新
唐
書
》

諸
公
主
列
傳
之
中
。《
舊
唐
書
》
卷
五
十
二
后
妃
傳
下
云
：「
代
宗
貞
懿
皇
后
獨
孤
氏
，
父
穎
，
左
威
衞
録
事
參
軍
，
以
后
貴
，
贈
工
部
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尚
書
。
后
以
美
麗
入
宮
，
嬖
幸
專
房
，
故
長
秋
虚
位
，
諸
姬
罕
所
進
御
。
后
始
册
爲
貴
妃
，
生
韓
王
迥
（
天
寶
九
載
［
七
五
〇
］
生
），

華
陽
公
主
。
華
陽
聰
悟
過
人
，
能
候
上
顏
色
，
發
言
必
隨
喜
慍
。
上
之
所
賞
，
則
因
而
美
之
，
上
之
所
惡
，
則
曲
以
全
之
，
由
是
鍾
愛

特
異
。
大
曆
九
年
，
公
主
薨
，
上
嗟
悼
過
深
，
數
日
不
視
朝
。
宰
臣
等
因
中
使
呉
承
倩
附
奏
，
言
修
短
常
理
，
以
社
稷
之
重
，
宜
節
哀

視
事
。
初
，
公
主
疾
。
上
令
宗
師
道
教
，
名
曰
瓊
華
眞
人
。
及
疾
亟
，
上
親
自
臨
視
，
屬
纊
之
際
，
噛
傷
上
指
，
其
愛
念
如
此
」。《
新

唐
書
》
卷
八
十
三
諸
帝
公
主
列
傳
則
云
：「
華
陽
公
主
，
貞
懿
皇
后
所
生
。
韶
悟
過
人
，
帝
愛
之
。
視
帝
所
喜
必
喜
遇
，
所
惡
曲
全
之
。

大
暦
七
年
，
以
病
丐
爲
道
士
，
號
瓊
華
眞
人
。
病
甚
，
嚙
帝
指
傷
。
薨
，
追
封
」。
由
此
可
知
，
華
陽
公
主
自
幼
聰
慧
可
愛
，
深
得
代
宗

喜
愛
。
只
是
天
不
憐
人
，
公
主
生
來
柔
弱
多
病
，
於
大
曆
七
年
（
七
七
二
）
入
道
，
號
瓊
華
眞
人
，
移
居
華
陽
觀
療
養
，
不
到
兩
年
，

公
主
就
撒
手
人
寰
了
。
甚
爲
奇
妙
的
是
，
從
兩
唐
書
之
記
載
可
以
看
出
，
公
主
臨
終
之
時
極
有
陷
入
了
一
種
瘋
迷
狀
態
，
以
致
咬
傷
了

父
親
代
宗
的
手
指
，
或
是
其
不
但
身
體
虛
弱
，
更
有
可
能
患
有
某
種
精
神
疾
患
。
遺
憾
的
是
文
獻
無
徵
，
具
體
情
況
如
何
也
就
不
得
而

知
了
。其

實
，
包
括
華
陽
公
主
之
母
獨
孤
妃
在
內
的
代
宗
皇
帝
的
諸
嬪
妃
，
在
安
史
之
亂
中
可
謂
是
歷
經
艱
辛
。
對
於
此
，《
舊
唐
書
》
卷

五
十
二
所
收
代
宗
睿
眞
皇
后
沈
氏
傳
之
中
有
過
詳
細
的
記
載
，
其
文
云
：「
代
宗
睿
眞
皇
后
沈
氏
，
呉
興
人
，
世
爲
冠
族
。
父
易
直
，
祕

書
監
。
開
元
末
，
以
良
家
子
選
入
東
宮
，
賜
太
子
男
廣
平
王
（
＝
代
宗
）。
天
寶
元
年
（
七
四
二
）
生
德
宗
皇
帝
。
祿
山
之
亂
，
玄
宗
幸

蜀
。
諸
王
、
妃
、
主
從
幸
不
及
者
，
多
陷
於
賊
，
后
被
拘
於
東
都
掖
庭
。
及
代
宗
破
賊
，
收
東
都
，
見
之
，
留
於
宮
中
，
方
經
略
北
征
，

未
暇
迎
歸
長
安
。
俄
而
史
思
明
再
陷
河
洛
。
及
朝
義
敗
，
復
收
東
都
。
失
后
所
在
，
莫
測
存
亡
。
代
宗
遣
使
求
訪
，
十
餘
年
寂
無
所
聞
」。

沈
妃
出
身
於
蘇
州
望
族
，
所
生
長
男
卽
爲
之
後
的
德
宗
皇
帝
。
然
其
在
安
禄
山
侵
攻
長
安
之
際
（
七
五
六
）
來
不
及
逃
離
，
與
諸
王
子
、

后
妃
以
及
一
衆
侍
從
成
爲
了
叛
軍
俘
虜
，
被
移
囚
至
東
都
洛
陽
。
翌
年
之
至
德
二
載
（
七
五
七
），
以
兵
馬
大
元
帥
之
職
指
揮
官
軍
的
代

宗
攻
下
洛
陽
，
曾
暫
時
救
出
過
沈
妃
等
人
。
然
在
之
後
轉
戰
之
中
，
嬪
妃
一
行
不
幸
又
落
入
了
史
思
明
軍
的
包
圍
，
重
新
被
囚
在
洛
陽

長
達
五
年
之
久
。
寶
應
元
年
（
七
六
二
）
洛
陽
解
放
，
囚
徒
之
中
已
無
沈
妃
踪
影
，
此
後
數
年
，
代
宗
雖
多
方
尋
找
，
終
無
音
訊
，
或
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是
早
已
犧
牲
在
亂
軍
之
中
了
。

與
其
他
嬪
妃
不
同
，
位
居
代
宗
妃
之
第
二
位
的
崔
妃
，
則
有
幸
免
於
落
入
亂
軍
之
手
。
崔
妃
傳
同
收
於
《
舊
唐
書
》
卷
五
十
二
，

文
如
下
：「
代
宗
崔
妃
，
博
陵
安
平
人
。
父
峋
，
祕
書
少
監
。
母
楊
氏
韓
國
夫
人
。
天
寶
中
，
楊
貴
妃
寵
幸
，
卽
妃
之
姨
母
也
。
時
韓

國
、
虢
國
之
寵
，
冠
於
戚
里
。
時
代
宗
爲
廣
平
王
，
故
玄
宗
選
韓
國
之
女
，
嬪
于
廣
平
邸
，
禮
儀
甚
盛
。
生
召
王
偲
。
初
，
妃
挾
母
氏

之
勢
，
性
頗
妬
悍
，
及
西
京
陷
賊
，
母
黨
皆
誅
，
妃
從
王
至
靈
武
，
恩
顧
漸
薄
，
達
京
而
薨
」。
要
之
，
因
爲
崔
妃
的
母
親
是
楊
貴
妃
二

姐
韓
國
夫
人
，
因
此
在
安
祿
山
攻
入
長
安
之
前
，
才
有
幸
與
母
親
一
行
逃
出
都
門
，
免
遭
賊
手
。
而
且
在
之
後
的
馬
嵬
突
變
，
楊
氏
一

族
雖
然
被
滿
門
誅
滅
，
然
崔
妃
卻
以
廣
平
王
妃
身
份
免
遭
殺
害
，
與
夫
同
行
到
達
靈
武
，
此
後
平
安
返
回
長
安
，
不
久
逝
去
。

遺
憾
的
是
，
對
於
華
陽
公
主
之
母
獨
孤
妃
的
經
歷
，
兩
唐
書
均
無
記
載
。
不
過
，
考
慮
到
崔
妃
乃
是
因
其
特
殊
身
份
才
免
落
敵
手
，

獨
孤
妃
當
是
與
沈
妃
等
其
他
嬪
妃
一
起
落
入
叛
軍
，
被
長
期
幽
閉
在
了
洛
陽
，
此
後
代
替
失
踪
了
的
沈
妃
領
導
被
囚
宮
女
，
看
護
年
幼

王
子
。
或
正
是
因
此
功
績
，
其
在
大
曆
十
年
（
七
七
五
）
薨
去
之
際
，
被
賦
予
了
與
沈
妃
同
等
的
皇
后
諡
號
。

那
麼
，
讓
我
們
再
來
看
看
華
陽
公
主
的
身
世
經
歷
。
對
於
公
主
之
生
年
，
文
獻
之
中
雖
無
明
載
考
證
，
然
我
們
卻
可
以
從
大
暦
四

年
（
七
六
九
）
册
立
其
爲
公
主
的
詔
勅
及
大
曆
九
年
（
七
七
四
）
其
逝
去
之
際
的
追
封
詔
勅
之
中
找
到
一
些
線
索
。《
唐
大
詔
令
集
》
卷

四
十
一
（《
全
唐
文
》
卷
四
十
九
）
所
收
代
宗
皇
帝
《
册
華
陽
公
主
文
》
云
：「
維
大
曆
四
年
歲
次
己
酉
三
月
壬
申
朔
五
日
庚
子
。
皇
帝

若
曰
，
漢
家
舊
制
，
諸
女
皆
封
，
儀
服
比
於
藩
王
，
膏
腴
封
其
井
賦
。
咨
爾
第
□
女
，
承
徽
自
遠
，
誕
秀
増
華
。
仁
孝
才
明
，
夙
有
天

資
之
慶
；
言
容
法
度
，
成
於
壺
教
之
慈
。
敏
達
知
微
，
周
旋
中
節
，
肅
雍
是
憲
，
婉
靜
流
芳
。
雖
僅
在
齠
年
，
禮
未
主
於
同
姓
，
而
載

揚
淑
問
，
德
已
冠
於
成
人
。
宜
錫
典
章
，
用
疏
國
邑
。
是
用
册
曰
華
陽
公
主
，
欽
承
徽
命
，
可
不
愼
歟
」。
又
，《
唐
大
詔
令
集
》
卷
四

十
二
（《
全
唐
文
》
卷
四
十
六
）
收
代
宗
皇
帝
《
追
封
華
陽
公
主
制
》
云
：「
周
漢
之
儀
，
湯
沐
之
制
，
車
服
次
於
王
后
，
容
衞
榮
於
戚

藩
。
其
有
淑
德
，
竟
夭
於
茂
年
，
成
禮
未
主
於
同
姓
，
則
加
其
懋
榮
，
擧
於
前
典
。
是
以
東
漢
追
平
原
之
封
，
西
晉
崇
宸
獻
之
命
。
故

第
五
公
主
，
天
縱
柔
和
，
性
成
聰
敏
，
爰
自
辨
識
秀
於
人
倫
，
仁
孝
切
於
衷
誠
，
怡
順
過
於
師
訓
。
先
意
承
旨
，
不
待
明
言
，
省
醴
適
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饌
，
毎
加
豐
潔
，
送
迎
匪
憚
於
寒
暑
，
温
扇
無
待
於
傍
人
。
甘
去
繁
奢
，
樂
聞
禮
教
。
將
有
詞
請
，
必
候
温
顏
，
或
遇
憂
勞
，
輒
形
焦

色
。
周
旋
六
行
，
諷
詠
七
篇
。
霽
威
怒
以
拯
危
，
伺
歡
愉
而
進
善
，
常
求
惠
下
，
聚
請
求
賢
。
而
齠
齔
之
辰
，
清
羸
多
疾
，
沈
綿
袵
席
，

彌
歴
紀
年
，
針
艾
嬰
身
，
藥
餌
在
口
，
異
其
殊
常
之
命
，
實
有
兼
愛
之
慈
。
與
之
名
都
，
假
以
榮
號
，
未
及
築
館
之
盛
，
乃
從
受
邑
之

期
。
優
典
未
彰
，
幼
齡
已
謝
。
追
懷
既
往
，
痛
悼
滋
深
。
方
展
禮
於
舊
章
，
稍
申
哀
於
備
物
，
叶
予
素
志
，
厚
爾
飾
終
。
可
追
封
華
陽

公
主
」。
從
《
册
公
主
文
》「
僅
在
齠
年
」
一
語
可
以
看
出
，
此
詔
頒
布
之
時
正
當
公
主
換
牙
之
齡
，
也
就
是
六
至
七
歲
。
再
根
據
《
追

封
制
》「
彌
歷
紀
年
」
一
語
，
結
合
公
主
死
於
大
曆
九
年
「
甲
寅
」，
便
可
推
知
其
生
年
當
爲
寶
應
二
年
（
同
年
七
月
改
元
爲
廣
德
元
年

［
七
六
三
］）「
癸
卯
」
前
後
。

如
上
述
考
證
無
誤
的
話
，
我
們
又
可
知
公
主
誕
生
之
前
後
，
大
唐
王
朝
發
生
了
一
件
重
大
的
歷
史
事
件

―
此
年
（
七
六
三
）
十

月
，
二
十
萬
吐
蕃
大
軍
突
襲
長
安
。
這
次
入
侵
雖
然
不
過
幾
個
星
期
便
得
到
了
平
息
，
然
在
這
事
關
生
死
存
亡
的
幾
個
星
期
，
不
但
是

代
宗
皇
帝
遭
遇
蒙
塵
，
以
獨
孤
妃
爲
首
的
後
宮
嬪
妃
們
無
疑
也
遭
受
到
了
巨
大
的
壓
力
與
恐
懼
。
或
正
是
在
這
一
特
殊
背
景
之
下
，
華

陽
公
主
於
誕
生
之
際
便
遭
遇
到
了
巨
大
的
身
心
損
害
，
落
下
了
不
可
挽
回
的
病
根
。
不
過
對
於
此
，
史
書
並
無
確
載
，
而
我
亦
沒
有
多

少
醫
學
知
識
，
只
能
停
留
在
一
個
臆
測
的
階
段
而
已
。

前
文
已
經
提
到
過
，
爲
了
療
養
身
心
，
華
陽
公
主
遁
入
道
門
，
脫
離
塵
世
。
其
實
，
華
陽
公
主
不
僅
僅
托
身
道
教
，
極
有
可
能
同

時
還
皈
依
了
佛
門
。《
大
正
大
藏
經
》
史
傳
部
二
〇
五
六
收
趙
遷
《
大
唐
故
大
德
贈
司
空
大
辨
正
廣
智
不
空
三
藏
行
狀
》
就
提
到
了
獨
孤

妃
、
華
陽
公
主
母
女
與
當
時
名
僧
不
空
三
藏
的
關
係
，
其
文
云
：「（
大
曆
）
七
年
春
，
勅
賜
絹
一
百
疋
。
是
歳
春
夏
旱
。
有
詔
請
大
師

祈
雨
。
中
使
李
憲
誠
奉
宣
恩
旨
：
若
三
日
内
雨
足
，
是
和
上
功
。
非
過
三
日
關
和
尚
事
。
大
師
受
制
，
建
立
道
場
，
一
日
已
終
，
及
依

法
祈
請
，
亦
不
過
限
，
大
雨
豐
足
，
皇
帝
大
悦
，
設
千
僧
齋
，
并
僧
弟
子
衣
七
副
，
以
報
功
也
。
冬
，
大
師
奏
造
文
殊
閣
，
聖
上
（
卽

代
宗
）
自
爲
閣
主
，
貴
妃
（
卽
獨
孤
妃
）、
韓
王
、
華
陽
公
主
贊
之
，
凡
出
正
庫
財
約
三
千
萬
數
，
特
爲
修
崇
」。
此
文
又
見
載
於
北
宋

贊
寧
所
撰
《
大
宋
高
僧
傳
》
卷
一
收
《
唐
京
兆
大
興
善
寺
不
空
傳
》，
語
句
大
致
相
同
，
想
是
無
誤
。
按
，
不
空
三
藏
（
七
〇
五
～
七
七
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四
）
是
唐
朝
密
教
弘
揚
之
高
僧
，
其
弟
子
惠
果
（
七
四
六
～
八
〇
六
）
乃
空
海
之
師
，
因
此
，
不
空
三
藏
亦
在
日
本
被
尊
爲
了
「
真
言

八
祖
」
之
一
。

其
實
，
不
空
三
藏
在
安
史
之
亂
時
卽
與
唐
王
室
保
持
着
密
切
的
聯
繫
，
深
爲
肅
宗
、
代
宗
二
帝
所
信
賴
。《
大
正
大
藏
經
》
史
傳
部

二
一
二
〇
所
收
本
及
日
本
所
傳
十
一
世
紀
写
本
之
《
不
空
三
藏
表
制
集
》，
均
還
保
存
着
提
及
了
華
陽
公
主
（
瓊
華
眞
人
）
的
兩
篇
文

章
。《
不
空
三
藏
表
制
集
》
卷
三
（
此
處
據
青
蓮
院
藏
平
安
写
本
、
日
本
・
汲
古
書
院
一
九
九
三
年
影
印
本
）
所
收
《
謝
恩
賜
一
切
經
一

藏
表
一
首
并
答
》
云
：「
沙
門
不
空
言
。
内
謁
者
監
呉
休
悦
奉
宣
聖
旨
。
瓊
華
眞
人
眞
如
金
剛
一
切
經
一
藏
，
凡
五
千
五
十
卷
，
並
是
栴

檀
香
軸
，
織
成
綵
帙
，
衆
香
合
成
經
藏
，
香
木
經
案
，
金
寶
香
鑪
，
雲
霞
相
輝
，
日
月
間
錯
，
光
明
芬
馥
，
充
溢
街
衢
，
並
賜
不
空
當

院
安
置
，
令
其
轉
讀
奉
迎
禮
拜
。
喜
荷
交
并
，
未
知
何
功
，
上
答
玄
造
，
審
復
思
惟
，
諸
佛
聖
典
，
纔
受
持
者
，
獲
福
無
邊
，
冀
此
勝

因
，
以
酬
萬
一
，
謹
卽
差
二
七
人
，
長
時
轉
讀
，
願
眞
人
眞
如
金
剛
，
福
德
堅
固
，
聖
皇
寶
祚
，
萬
劫
惟
新
。
不
勝
喜
躍
之
志
，
謹
附

中
使
呉
休
悦
，
奉
表
陳
謝
以
聞
。
沙
門
不
空
誠
歡
誠
悚
。
謹
言
。
大
暦
八
秊
十
月
十
八
日
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
三
藏
沙
門
大
廣

智
不
空
上
表
。
／
寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
（
卽
代
宗
）
批
。
三
藏
梵
行
精
深
，
聖
眞
加
護
，
經
行
轉
讀
，
福
德
無
邊
。
敬
以
藏
經
，
置
於

香
刹
，
願
祈
嘉
禮
，
保
佑
瓊
華
，
使
瘵
疾
永
除
，
慶
善
滋
長
，
豈
云
殊
渥
，
煩
此
謝
恩
」。
又
同
卷
三
所
收
《
奉
慰
瓊
華
眞
人
薨
表
一
首

并
答
》
云
：「
沙
門
不
空
言
。
伏
承
瓊
華
眞
人
薨
逝
，
上
軫
聖
慈
，
傍
悲
行
路
，
不
空
拙
自
將
理
。
伏
枕
多
時
，
聖
恩
不
以
不
空
凡
僧
，

遣
養
眞
人
爲
女
，
痛
切
之
至
，
實
倍
常
情
。
眞
人
乖
攝
之
時
，
不
空
身
正
困
惙
，
不
獲
力
疾
，
就
内
加
持
。
昨
廿
七
日
，
扶
策
欲
請
對
，

行
至
于
城
東
南
角
，
已
承
眞
人
凶
諱
，
中
路
却
迴
，
追
感
平
生
，
無
由
取
訣
，
哀
情
莫
展
，
痛
迫
實
深
，
伏
望
聖
慈
。
許
不
空
來
月
二

日
，
扶
力
就
眞
人
喪
次
，
轉
念
獲
申
情
禮
，
實
爲
悲
幸
，
毎
虔
誠
發
願
，
上
白
諸
佛
，
庶
憑
法
力
，
保
護
亡
靈
。
伏
惟
聖
心
俯
垂
昭
鑒
，

不
空
稍
候
痊
減
，
卽
冀
扶
持
奉
慰
，
謹
奉
表
以
聞
。
沙
門
不
空
誠
悲
誠
慟
。
謹
言
。
大
曆
九
年
四
月
廿
九
日
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善

寺
三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
上
表
。
／
寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
（
卽
代
宗
）
批
。
眞
人
平
生
，
朕
深
所
鍾
念
，
以
其
久
疾
，
依
怙
福
田
。
和

上
慈
悲
，
養
之
爲
女
，
膏
肓
莫
救
，
憫
悼
誠
深
。
和
上
乖
候
多
時
，
體
氣
虚
弱
，
且
宜
將
攝
。
不
可
勞
到
喪
次
，
佇
聞
痊
復
也
」。
在
此
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特
別
要
引
起
我
們
注
意
的
是
《
謝
恩
賜
一
切
經
表
》
中
所
提
到
公
主
「
瓊
華
眞
人
」
的
道
號
之
外
，
還
提
到
了
其
另
有
佛
名
爲
「
眞
如

金
剛
」，
此
當
是
其
密
教
灌
頂
之
名
，
這
也
應
該
是
一
則
今
後
我
們
考
察
唐
王
朝
於
佛
道
二
教
之
關
係
的
重
要
史
料
。
附
言
一
句
，
不
空

三
藏
修
行
之
所
爲
當
時
位
於
靖
善
坊
的
長
安
之
最
大
的
寺
廟
大
興
善
寺
，
距
華
陽
觀
所
在
的
永
崇
坊
西
行
僅
隔
二
坊
。
要
之
，
公
主
的

華
陽
觀
入
道
，
還
不
單
單
是
歸
順
道
教
，
同
時
亦
受
到
了
不
空
三
藏
的
加
護
，
這
也
是
本
文
之
始
爲
何
將
華
陽
觀
稱
爲
「
道
教
寺
廟
」

之
主
要
根
據
。四

、
華
陽
公
主
與
楊
貴
妃

在
此
讓
我
們
再
來
探
討
一
下
永
崇
坊
的
歷
史
地
理
意
義
吧
！

根
據
北
宋
宋
敏
求
撰
《
長
安
志
》
卷
八
所
記
，
永
崇
坊
之
里
坊
曾
建
有
秘
書
監
楊
銛
的
宅
邸
，
其
文
云
：「
永
崇
坊
。
東
南
隅
，
七

太
子
廟
（
天
寶
六
載
正
月
詔
。
章
懷
、
節
愍
、
惠
莊
、
惠
文
、
惠
宣
太
子
，
與
隱
太
子
、
懿
德
太
子
同
爲
一
廟
），
廟
西
，
靈
應
觀
（
隋

道
士
宋
道
標
所
立
）。
街
西
之
南
，
刑
部
尚
書
韋
抗
宅
、
秘
書
監
楊
銛
宅
、
宗
道
觀
（
本
興
信
公
主
宅
。
…
…
大
曆
十
二
年
爲
華
陽
公
主

追
福
立
爲
觀
）、
司
徒
兼
中
書
令
李
晟
宅
、
東
都
留
守
杜
亞
宅
、
吏
部
尚
書
充
諸
道
盬
鐵
轉
運
等
使
李
巽
宅
、
司
徒
兼
中
書
令
韓
宏
宅
、

放
生
池
」。
楊
銛
乃
楊
貴
妃
、
楊
國
忠
（
楊
釗
）
之
長
兄
，
是
天
寶
年
間
楊
氏
一
族
的
掌
門
人
。
遺
憾
的
是
，
楊
銛
於
安
史
之
亂
勃
發
之

前
就
已
經
離
世
，
其
宅
邸
之
後
亦
去
向
不
明
。
然
根
據
上
引
《
長
安
志
》
的
記
載
，
或
可
推
知
華
陽
觀
所
在
之
地
、
隣
接
之
所
便
是
楊

銛
舊
邸
。
據
史
所
載
，
楊
銛
宅
還
曾
是
得
罪
了
玄
宗
李
隆
基
而
被
驅
趕
出
宮
的
楊
玉
環
之
暫
留
居
所
。《
舊
唐
書
》
卷
五
十
一
后
妃
傳

上
・
楊
貴
妃
傳
云
：「（
天
寶
）
五
載
（
七
四
六
）
七
月
，
貴
妃
以
微
譴
送
歸
楊
銛
宅
。
比
至
亭
午
，
上
思
之
不
食
。
高
力
士
探
知
上
旨
，

請
送
貴
妃
院
供
帳
、
器
玩
、
廩
餼
等
辦
具
百
餘
車
，
上
又
分
御
饌
以
送
之
。
帝
動
不
稱
旨
，
暴
怒
笞
撻
左
右
。
力
士
伏
奏
請
迎
貴
妃
歸

院
。
是
夜
，
開
安
興
里
門
入
内
，
妃
伏
地
謝
罪
，
上
歡
然
慰
撫
」。
要
之
，
以
華
陽
觀
爲
中
心
的
永
崇
坊
，
也
曾
是
一
個
與
楊
貴
妃
有
着
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密
切
關
聯
的
場
所
，
半
世
紀
之
後
的
永
貞
元
年
之
白
居
易
，
當
然
對
這
一
歷
史
事
實
也
就
不
會
一
無
所
知
了
。

《
白
氏
文
集
》
卷
十
三
收
有
《
春
題
華
陽
觀
（
觀
卽
華
陽
公
主
故
宅
，
有
舊
内
人
存
焉
。）》
一
詩
，
其
文
云
：「
帝
子
吹
簫
逐
鳳
皇
，

空
留
仙
洞
號
華
陽
。
落
花
何
處
堪
惆
悵
，
頭
白
宮
人
掃
影
堂
」。
那
麼
，
此
詩
所
提
的
「
頭
白
宮
人
」，
又
是
一
位
有
着
何
種
經
歷
的
人

物
呢
？幾

乎
可
以
肯
定
，
這
位
「
宮
人
」，
當
就
是
隨
華
陽
公
主
出
宮
入
道
，
於
道
觀
侍
奉
公
主
療
養
的
侍
女
中
的
一
位
，
也
極
有
可
能
就

是
曾
奉
侍
過
其
母
獨
孤
妃
、
被
安
祿
山
軍
俘
虜
幽
閉
於
洛
陽
的
宮
女
中
的
一
位
。
如
果
是
獨
孤
妃
的
侍
女
，
無
疑
其
與
侍
奉
代
宗
其
他

嬪
妃
的
宮
女
們
有
過
交
往
，
對
天
寶
年
間
以
後
宮
中
所
發
生
的
種
種
事
件
有
過
耳
聞
目
睹
，
或
亦
曾
從
侍
奉
崔
妃
的
宮
女
們
聽
説
過
馬

嵬
坡
悲
劇
之
詳
情
。
而
元
稹
與
白
居
易
等
人
，
在
華
陽
觀
的
學
習
之
餘
，
或
曾
就
是
通
過
這
位
歷
史
的
見
證
者
，
對
安
史
之
亂
的
前
因

後
果
及
種
種
隱
秘
，
得
到
了
身
臨
其
境
般
的
訪
談
見
聞
。

還
要
引
起
我
們
注
意
的
是
，《
元
氏
長
慶
集
》
卷
十
五
亦
收
有
一
篇
題
爲
《
行
宮
》
的
五
言
絶
句
，
其
詩
云
：「
寥
落
古
行
宮
，
宮

花
寂
寞
紅
。
白
頭
宮
女
在
，
閑
坐
説
玄
宗
」。
衆
所
周
知
，
這
首
小
詩
後
被
作
爲
元
稹
的
代
表
作
之
一
而
廣
爲
流
傳
，
然
其
所
指
的
「
行

宮
」
究
竟
是
何
處

―
有
認
爲
是
洛
陽
上
陽
宮
者
，
有
認
爲
是
驪
山
山
麓
華
清
宮
者
，
衆
説
紛
紜
，
尚
無
定
論
。
於
此
我
想
在
此
提
出

一
個
新
的
觀
點
，
卽
元
詩
所
提
到
的
「
白
頭
宮
女
」，
與
白
居
易
詩
所
提
的
「
頭
白
宮
人
」，
極
有
可
能
就
是
同
一
人
物
。
而
華
陽
觀
，

根
據
前
引
《
舊
唐
書
》
后
妃
傳
所
記
，
愛
女
華
陽
公
主
臨
終
之
際
，
其
父
代
宗
皇
帝
曾
移
駕
暫
居
於
此
，
亦
可
謂
是
一
個
名
副
其
實
的

「
行
宮
」。

於
此
還
可
做
進
一
步
的
推
測
，
卽
白
居
易
於
華
陽
觀
應
試
準
備
中
的
所
見
所
聞
，
還
應
與
同
年
十
二
月
寫
成
的
《
長
恨
歌
》
不
無

關
聯
。
此
外
，《
新
樂
府
五
十
首
》
之
《
上
陽
白
髮
人
》
也
寫
道
「
小
頭
鞋
履
窄
衣
裳
，
青
黛
畫
眉
眉
細
長
。
外
人
不
見
見
應
笑
，
天
寶

末
年
時
勢
粧
」，
至
少
在
《
白
氏
文
集
》
之
中
，
我
還
沒
有
發
現
一
位
比
華
陽
觀
老
宮
女
更
符
合
上
陽
白
髮
人
之
外
形
描
寫
的
原
型
人

物
。
要
之
，
此
詩
中
所
描
寫
的
老
宮
女
之
穿
著
打
扮
，
或
亦
是
以
這
位
華
陽
觀
的
老
宮
女
爲
模
特
。
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於
此
讓
我
們
再
來
聯
想
一
下
《
長
恨
歌
》
中
所
描
寫
的
種
種
場
面

―
以
天
界
仙
女
之
身
下
凡
人
世
界
的
楊
玉
環
，
不
但
是
一
位

能
歌
善
舞
，
容
貌
傾
城
的
絶
世
美
女
，
而
且
善
解
人
意
，
洞
悉
玄
宗
皇
帝
心
思
。
馬
嵬
亂
中
失
去
了
楊
玉
環
的
「
聖
主
」
李
隆
基
，
在

返
回
長
安
之
後
，
在
一
個
連
階
前
落
葉
都
無
人
打
掃
的
離
寂
寞
宮
之
中
打
發
暮
年
。
而
正
在
此
時
，
出
現
了
一
位
同
情
上
皇
的
神
通
道

士
，
通
過
其
無
所
不
能
的
道
力
爲
其
尋
訪
貴
妃
魂
魄
的
下
落
。
在
華
陽
觀
滯
留
長
達
數
月
之
久
的
白
居
易
，
當
曾
接
觸
到
了
不
少
從
地

方
來
的
遊
方
道
人
；
而
留
守
道
觀
的
老
宮
女
，
又
正
是
一
位
「
椒
房
阿
監
」
的
「
老
青
娥
」
；
而
道
觀
之
中
，
或
還
有
一
所
現
實
中
楊

貴
妃
曾
經
使
用
過
的
「
浴
堂
」
；
凡
此
種
種
，
無
一
不
是
白
居
易
在
詠
唱
以
楊
貴
妃
爲
題
材
之
詩
歌
的
絶
好
素
材
。
要
之
，
對
於
白
居

易
來
説
，
華
陽
觀
這
一
空
間
，
正
是
其
追
憶
楊
貴
妃
逸
事
的
一
個
再
也
貼
切
不
過
的
場
所
了
。
而
華
陽
觀
影
堂
中
所
供
奉
的
年
輕
公
主

的
畫
像
，
或
也
成
爲
了
白
居
易
構
思
楊
貴
妃
之
容
貌
形
態
的
一
個
重
要
原
型
。

要
之
，
白
居
易
的
「
楊
貴
妃
」，
或
多
或
少
，
當
是
糅
合
進
了
一
些
華
陽
公
主
的
流
風
遺
韻
。
或
也
正
因
如
此
，《
長
恨
歌
》
所
詠

的
楊
貴
妃
，
才
會
與
史
載
年
齡
大
相
徑
庭
，
以
一
位
「
養
在
深
閨
」、「
初
長
成
」
之
楚
楚
動
人
之
少
女
形
象
出
現
在
詩
歌
之
中
了
。
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